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はじめに

本書は、粕屋町仲原二丁目に所在する志賀神社遺跡について、令和元年（2019）度に粕
屋町教育委員会が実施した民間開発に伴う発掘調査の成果を記録したものです。

志賀神社遺跡周辺は、仲原池ノ内遺跡や仲原峯屋敷遺跡で古代の集落跡が確認されていま
す。今回の調査で弥生時代の環濠集落、古墳時代の横穴墓、中世の集落跡が発見できました。
この調査結果はこの地域で連綿と集落が営まれていたことが判明し、町内の歴史解明に寄与
するものだと考えられます。

本書が郷土の歴史に誇りを持ち、文化財に対する理解を深める上で広く活用されるととも
に、研究資料としても貢献できれば幸いです。
最後になりましたが、発掘調査に御協力いただきました関係者の方々をはじめ、近隣住民
の皆様に心から謝意を表します。
	 	 	 	 	 	 	 	 　　令和 3 年３月 31日
	 	 	 	 	 	 	 	 　　粕屋町教育委員会　
	 	 	 	 	 	 	 	 　　　教育長　西村　久朝

発行	 　粕屋町教育委員会
調査起因	 専用住宅建築工事
現地調査	 令和元（2019）年 9月 24 日〜令和元（2019）年 11月 30 日
整理調査	 令和 3（2021）年 3月 8日〜令和 3（2021）年 3月 31 日
使用方位	 座標北（国土座標第Ⅱ系［世界測地系］）。真北に対して 0°17′ 西偏。
遺構実測・遺物実測・執筆　　福島日出海
製図　　髙橋幸作・朝原泰介・上田津由美
編集・遺構写真・遺物写真　　髙橋幸作
資料整理	 上田津由美、松永メイ子、毛利須寿代
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経過・位置と環境

調査に至る経過

志賀神社遺跡の発掘調査は福
岡県糟屋郡粕屋町仲原二丁目
1988、1990 において、宅地造成
及び専用住宅（分譲）建築工事が
計画されたことに起因する。
平成 31（2019）年 4 月 25 日
に土地所有者である個人２名より
粕屋町教育委員会へ事前審査願書
が提出された。申請地は周知の埋
蔵文化財包蔵地である志賀神社遺
跡に含まれている旨の回答を行っ
た。現地は山林となっており、バッ
クホーを搬入することができず、
人力により確認調査を行うことと
なった。令和元（2019）年 5 月
14 日、15 日に確認調査を行った
結果、古代の遺構、遺物を確認し
た。この結果をもとに協議を重ね
たが、建築工法計画の変更は難し
く、建築工事によって遺跡の破壊
が免れないため、記録保存の発掘
調査を実施した後、建築工事に着
手することとなった。
令和元（2019）年 9 月 10 日
に緊急発掘調査に関する委託契約
を工事主体者である株式会社サ
ン・プラザホームと締結し、発掘
調査を実施した。
調査期間は、令和元（2019）
年 9月 24 日から令和元（2019）
年 11月 30 日まで実施した。
発掘調査報告書作成に係る出土
遺物整理作業は、令和 3（2021）

　調査地周辺は弥生時代から中世にかけて連綿と歴史を追うことができる地域である。志賀神社
には町の指定文化財である樹齢約 600 年のクスノキがそびえ立つ。

年 3 月 8 日から令和 3（2021）
年３月 31日の期間で行った。
出土遺物および図面・写真等の
記録類は粕屋町立歴史資料館にて
保管している。

調査体制

令和元（2019）年度
調査主体　粕屋町教育委員会
教育長　西村 久朝
社会教育課長　新宅 信久
同課文化財係主幹　西垣 彰博
同課同係主任主事　髙橋 幸作
同課同係嘱託職員　福島 日出海
　　　　　　　　　　（調査担当）
　　　　　　　　　朝原 泰介
同係臨時職員　上田 津由美
　　　　　　　松永 メイ子
　　　　　　　毛利 須寿代

令和 2（2020）年度
調査主体　粕屋町教育委員会
教育長　西村 久朝
社会教育課長　新宅 信久
同課文化財係主幹　西垣 彰博
同課同係主任主事　髙橋 幸作
同課同係会計年度任用職員
　　　朝原 泰介
　　　上田 津由美
　　　福島 日出海（報告書担当）
　　　松永 メイ子
　　　毛利 須寿代

地理的環境

福岡県糟屋郡粕屋町は、福岡市
の東に隣接し、粕屋平野の中央に
位置している。町域は 14.13k㎡
と狭く、大半が平坦な地形である。
粕屋平野の西は博多湾に面し、
南側は四王寺丘陵部によって福岡
平野と区分される。東側の三郡山
地を源とする３本の河川が平野を
貫流し、北から多々良川、須恵
川、宇美川の順で博多湾へ注いで
いる。平野の北側には立花丘陵部
があり、博多湾に面して周りを山
地で囲まれた小さな平野である。
平野内は東の三郡山地から舌状に
派生する低丘陵が多く伸びている
ため、平坦な地勢の割に沖積地は
河川流域に限られている。
志賀神社遺跡は、福岡市との町
境に近い多々良川下流域の舌状低
丘陵上に立地している。古代の周
辺環境は、多々良川・須恵川・宇
美川の合流する河口付近が、入江
状の内海を形成していたと想定さ
れている。遺跡はこの内海に近く、
博多湾と 3 本の河川を利用した
海上・河川交通の集中する場所に
あたる。
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歴史的環境

粕屋町周辺は、博多湾東岸に位
置するという立地環境もあり、早
くから大陸・朝鮮半島との交流が
認められる地域である。
縄文時代から江辻遺跡や戸原伊
賀遺跡で集落が確認される。弥生
時代になると多々良川流域には、
松菊里型住居で構成された渡来系
稲作集落である江辻遺跡が弥生時
代早期に登場する。
弥生時代中期には青銅器生産が
知られる地域でもあり、多々良川
対岸の土井遺跡群（福岡市）、多々
良大牟田遺跡群（福岡市）では青
銅器鋳型が出土している。粕屋町
域でも、内橋坪見遺跡と内橋登り
上り遺跡で青銅製鋤先が、戸原
鹿田遺跡で銅鏃、内橋カラヤ遺跡
で青銅製の筒状遺物が出土してお

り、青銅器生産を基盤とした集落
展開の様相が明らかになりつつあ
る。また、弥生時代中期の甕棺墓
群が内橋鏡遺跡や新大間池遺跡、
戸原堀ノ内遺跡、辻畑遺跡などで
発見されている。その後、弥生時
代後期の石蓋土坑墓、木棺墓など
が内橋登り上り遺跡で、弥生時代
終末期の方形周溝墓が内橋カラヤ
遺跡で発見される。
このような地域的まとまりを背
景に、古墳時代になると多々良川
流域に前期前方後円墳である戸原
王塚古墳、内橋カラヤ古墳、名島
古墳（福岡市）が築造される。そ
の後、中期には首長系譜が途切れ
るが、内橋上り上り遺跡では古墳
時代中期と想定される円筒埴輪が
出土している。共伴遺物が 6 世
紀後半の遺物であり、後世になっ
ての搬入品と考えられるが、注目
される。後期になると推定全長

75mほどの前方後円墳である鶴
見塚古墳が須恵川流域に築造され
る。現況は宅地化が進んで半壊状
態であるものの、近世地誌『筑前
国続風土記拾遺』に江戸時代当時
の鶴見塚古墳の状況が詳細な計測
値とともに記されており、周溝を
含めた全長約 86m、後円部南側
に横穴式石室が開口して内部に石
屋形が安置されていることをはじ
め、墳丘形態・石室規模なども克
明に読み取れる。これは那津官家
の管掌者の墓といわれる東光寺剣
塚古墳（福岡市）と同規模・同主
体部であり、『日本書紀』継体 22
年の糟屋屯倉との関連が示唆され
る。
本遺跡の北東 1.5㎞に位置する
戸原寺田遺跡では、６世紀後半か
ら７世紀前半の遺物が出土する幅
7.7mの溝があり、紡いだ糸を巻
き取る桛の腕木が出土している。

第 1 図　志賀神社遺跡周辺の遺跡分布図（1/25,000）

1．  志賀神社遺跡
2．		仲原池ノ内遺跡
3．		仲原峯屋敷遺跡
4．		仲原中尾遺跡
5．		原町平原遺跡
6．		阿恵官衙遺跡（国指定）
7．		鶴見塚古墳
8．		長者の屋敷跡推定地
9．		阿恵原口遺跡
10．阿恵天神森遺跡
11．阿恵古屋敷遺跡
12．阿恵茶屋遺跡
13．内橋牛切遺跡
14．内橋坪見遺跡
15．内橋上り上り遺跡
16．内橋柚ノ木遺跡
17．内橋鏡遺跡
18．内橋カラヤ遺跡
19．戸原鹿田遺跡
20．戸原麦尾遺跡
21．戸原五寸田遺跡
22．戸原御堂の原遺跡
23．戸原寺田遺跡
24．伊賀薬師堂遺跡
25．戸原伊賀遺跡
26．江辻遺跡第５地点
27．江辻遺跡第 2、3地点
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その他にも、祭祀遺構や渡来系遺
物が検出され、隣接する戸原御堂
の原遺跡では同時期の倉庫群も確
認していることから、周囲に倉を
ともない、手工業工人を抱えた豪
族の存在が想定される。
粕屋町は、古代において筑前国
糟屋郡に属し、本遺跡の北西 800
ｍに位置する阿恵官衙遺跡で糟屋
郡衙が発見されている。
阿恵官衙遺跡は、7世紀後半か
ら８世紀後半にかけて、政庁と正
倉という地方官衙の主要施設の
全体像を捉えながら、評衙の出現
から郡衙の最盛期に至るまで地方
官衙の変遷を追うことができる国
内でも稀な遺跡である。さらに、
698 年の京都妙心寺梵鐘銘「糟屋
評造舂米連廣國」により糟屋評の
長官の人物名が判明している。ま
さに阿恵官衙遺跡の政庁において
「舂米連廣國」という人物が評造
として政務をおこなっていたこと

が特定された。文字資料により評
の長官名が判明していて、なおか
つ発掘調査によって評衙の場所が
明らかにされたのは、阿恵官衙遺
跡が唯一であり、その歴史的価値
は極めて重要である。
官衙と古代道路の関係をみる
と、阿恵官衙遺跡は駅路と伝路が
交差する衢に立地することが明ら
かになった。この駅路は大宰府と
都を結ぶ大路であり、中央政権が
最も重視した古代道路である。こ
の駅路沿いに内橋坪見遺跡が位置
する。
内橋坪見遺跡は、大宰府式鬼瓦、
赤色顔料が付着した隅切軒平瓦な
ど多量の瓦が出土し、大型の建物
群と囲繞施設を伴うことから、駅
家（夷守駅）の可能性が高いと考
えられる。
その夷守駅が置かれた駅路の近
く、多々良川に隣接した低地に
多々良込田遺跡がある。掘立柱建

物群と多くの舶載品や、役人の存
在を示す石帯などが出土してい
る。立地環境と多様な出土品を考
えると港湾施設とみるのが妥当で
あろう。しかも大宰府式鬼瓦が出
土していることから、郡津レベル
ではなく、大宰府の影響が強い港
と思われる。
中世の遺跡は、戸原伊賀遺跡や
戸原麦尾遺跡、戸原五寸田遺跡、
原町平原遺跡などで確認される。
粕屋町周辺は建武 3（1336）年
に足利尊氏と菊池武敏が戦った
多々良浜の戦いの地であり、その
時期を境に戸原五寸田遺跡、原町
平原遺跡などの遺跡は廃絶する傾
向にある。
粕屋町周辺は、縄文時代から連
綿と遺跡が所在しており、古代に
おいては糟屋郡の役所跡も所在す
る。古代史を考えるうえで鍵とな
る重要な要素をもつ地域となって
いる。

第 2 図　志賀神社遺跡周辺図（1947 年米軍撮影の航空写真）
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調査成果
　調査では、弥生時代前期初頭の環濠と貯蔵穴 1基、古墳時代後期の横穴墓４基、中世の掘立
柱建物２棟、方形土坑１基、柵列、溝状遺構、盛り土状遺構とともに、柱穴群を検出した。特に、
弥生時代前期初頭には環濠集落が存在していて、江辻遺跡第 2・3地点との関係が注目されよう。
　また、遺物では旧石器時代末〜縄文時代草創期頃の神子柴型石斧が糟屋郡内で初めて出土して
いる。
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第3図　志賀神社遺跡全体図（1/200）
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調査概要

今回、仲原丘陵の北部に位置す
る志賀神社の南側を調査した。そ
の結果、旧石器時代終末から縄文
時代草創期頃にかけての細石核、
細石刃と神子柴型石斧が検出され
た。また、弥生時代前期初頭の環
濠が検出され、同時に貯蔵穴1基、
土坑状の遺構 1 基も確認された
ことから、神社境内地から南側の
丘陵地を含む広い範囲に、当該期
の環濠集落の存在が推定された。
また、丘陵西側の急斜面では、上
下三段にわたって構築された古墳
時代後期の横穴墓４基が検出さ
れる。さらに、丘陵上では 12 ～
13 世紀頃を中心とする掘立柱建
物、柵、方形土坑等が検出され、
西側急斜面上部には平場をはじ
め、盛り土状遺構や横堀状の溝状
遺構が確認されたことから、防御
機能を備えた居館的な建物群の存
在が判明した。

旧石器時代の遺物 ( 第 4 図 )

1チャート製の細石核で、角礫
状を呈す厚手の剥片を使用する。
打面調整は、頂部左下方の角より
大きく一面を剥ぎ取り、左側面に
も粗い加工を施して形状を整えて
いる。剥離作業面は正面と右側面
にあり、長さ 2.7㎝、幅 0.7㎝程
度の細石刃が得られたと考えられ
る。高さ 2.9㎝、長さ 2.5㎝、打
面は長さ 1.4㎝、幅 3㎝の長方形
を呈する。2黒曜石製の細石刃で、
頂部は打面調整され両側縁が並行
し、中央に一条の稜線を有す。色
調は灰色で黒色の細かな点が多数
見られる。長さ 1.9㎝、幅 0.7㎝、

厚さ 0.3㎝を測る。3打製片刃石
敷で石材は玄武岩と考えられる。
素材は扁平な長方形状の自然礫を
使用し、形状は断面形がかまぼこ
状の半円形を呈すが、右側縁のみ
平坦で直線状をなす。整形等の加
工は、胴部上半が欠損のため全体
は判然としない。刃部は両面を中
心に行い、刃部側から内側に大き
く剥離して片刃状に整形し、その
後、刃先に調整を施す。刃部側よ
り観察すると、背面は丸味を帯び
て高く、裏面は平坦となる。なお、
両側縁及び表裏両面には自然面が
多く残る。残長 5.1㎝、幅 5.2㎝、
厚さ 3.0㎝を測る。

弥生時代の遺構と遺物

環濠 ( 第 5 図 )

調査区の西側において、大規模
な環濠の一部を検出したが、その
断面形は逆三角形状を呈してお
り、形態として V字状の環濠と
考えられる。検出範囲はわずか
6.36 ｍほどであるが、幅 3.2 ～

3.9m、深さは垂直方向で 2m、
丘陵側では 2.7 ｍに達する。環濠
の南側で確認した土層図(第5図)
を観察すると 1 ～ 4 層は、中世
に造成された平場の堆積層で、5
層は関連する盛り土の一部と考え
られる。したがって、環濠の堆積
土は 6～ 14 層となるが、その大
半が左側 ( 東側 ) の高所から流れ
込んだもので、9層から上層にな
るとかなりの厚さで水平な堆積状
況を示しており、10 層以下とは
かなり異なる様相である。10 ～
14 層では環濠の機能が徐々に失
われ、9層以上は大量土砂の流入
による環濠機能の喪失と放棄の状
況が読み取れる。

環濠出土遺物 ( 第 6、7 図 )

1～ 9は環濠底部から検出。
1壺の外反する口縁部片で、外面
に粘土を貼付けて肥厚させ、下方
にわずかな段を有する。調整は、
内外両面ともに横位のナデによる
が、外面は強いナデにより滑らか
に仕上げており、焼成は良い。2
壺の肩部片で、頸部との接合部が
強く屈折する。外面は段を有して

第 4 図　旧石器時代の遺物（1、3：1/3）（2：1/2）

3

21

5㎝0 （1/3）

5㎝0 （1/2）
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＝-49172

Y

＝-49168

X＝67244

X＝67248

A

A’

第 5 図　環濠平面図、土層図（1/50）

１．表土
２．灰褐色土（5YR5/2）
３．灰褐色土（7.5YR5/2）
４．灰褐色土（7.5YR5/2）2mm 前後の礫を多く含む　硬くしまる
５．明赤褐色土（2.5YR5/8）
６．明赤褐色土（5YR5/6）2mm 前後の礫を多く含む　硬くしまる
７．にぶい赤褐色土（5YR4/4）やや軟質で硬くしまる
８．赤褐色土（2.5YR4/8）2 〜 3ｃｍの亜角礫を含む　硬くしまる
９．にぶい赤褐色土（5YR4/3）5mm の礫状に含む

１０．明赤褐色土（5YR5/6）2mm 前後の礫を多く含む　非常に硬くしま
る
１１．明赤褐色土（2.5YR5/6）2mm 前後の礫を多く含む　非常に硬くし
まる
１２．明赤褐色土（2.5YR5/6）2mm 前後の礫を多く含む　非常に硬くし
まる
１３．明赤褐色土（5YR5/6）2mm 前後の礫を少し含む
１４．明赤褐色土（5TR5/6）非常に硬くしまる

1

3
2

4

14.6ｍ 14.6ｍ

5

67

8

9

10

11

12
13

14

A - A'
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おり、内面の屈折面は明瞭な稜線
を形成する。3鉢の胴部片で、逆
くの字状に屈折して外面に稜線を
形成する。上半部には丹塗りの痕
跡が観察される。4高杯の脚部片
で、杯部との接点に一条の突帯を
有す。表面の風化が進むが、調整
は外面上部に縦位のヘラミガキ、
内面には縦位のユビナデが確認さ
れる。5突帯文甕の胴部片で、逆
くの字状に屈折した外面に、直接
貝殻腹縁のキザミメを施す。風化
が進行するものの、調整として内
面に斜位のナデが確認される。6
突帯文甕の胴部片で、逆くの字状
の屈折部に突帯を貼り付け、縦位
に貝殻腹縁のキザミメを施す。調
整は外面に横位の貝殻条痕文を、
内面に斜位の貝殻条痕文を施す。
7突帯文甕の胴部片で、直線的に
立ち上る外面に突帯を貼り付け、
貝殻腹縁のキザミメを斜位に施
す。調整は外面に横位の貝殻条痕
文を、内面に斜位のナデを施す。
8壺の底部片か、整形時に粘土紐
の輪を貼り付けて底としており、
外方に強く張り出す。やや上げ底
をなし丁寧なユビナデにより仕上
げる。底径 6.8㎝を測る。9突帯
文甕の底部片で、外方に張り出し
てやや厚く、外面に指頭によるオ
サエが強く残る。底径 9.1㎝を測
る。

10～ 20は環濠の下方より検
出したものである。10壺の肩部
片で胴部の張りが弱い。外面の頸
部との接合部にはかなり強い段が
形成されるが、内面の屈折面は弱
く低い稜線状を呈す。11高杯の
口縁部片で、口縁端部は方形状を
呈し、全体が S 字状に強く外反
する。内外の両面ともに丁寧な横
位のナデが観察され、内面には丹
塗りの痕跡が観察される。12は
11と同様の高杯の口縁部片で、

S字状に強く外反する。風化が進
むものの黒色磨研の特徴が残る。
13高杯の脚部片で、一条の突帯
を配しており、脚部は杯部ととも
に開き、背丈が低いタイプのもの
と考える。調整は外面に横位の強
いナデを施し、杯部内面を連続的
なユビナデにより仕上げる。突帯
部の径は 8cmを測る。14高杯の
脚部片で、一条の三角状突帯を配
し、形状等は 13と同様となる。
脚及び杯部がやや直線的に延びて
おり、背丈が高いタイプと考えら
れる。調整は風化の進行により不
明である。突帯部の径は 7.4cm
を測る。15鉢の口縁部と考える。
口縁部外面に粘土を貼付けて肥厚
させており、壺の口縁部に類似す
るが、口縁部が短く直立気味であ
る。調整は外面に横位のナデを、
内面には横位のハケメを施してい
る。16突帯文甕の口縁部片で、
口縁部の突帯は、口縁端部より少
し下がった位置に、胴部突帯はそ
の下 2㎝程近くに位置しており、
胴部は屈折せずに直線的である。
上部突帯には貝殻腹縁のキザミメ
を入れるが、下方の突帯は剥落し
て判然としない。調整は外面に斜
位の貝殻条痕を施すが、内面は風
化のため斜位のナデ、もしくは貝
殻条痕なのかが判別できない。口
径 13.7cm、残高 3.5cmを測る。
17突帯文甕の胴部片で、弱い屈
折部に貝殻腹縁のキザミメを施
し、内面の屈折部が弱いライン状
を呈す。調整は外面に横位の貝殻
条痕を、内面には斜位の貝殻条痕
を施す。18壺の底部片か。形状
が外方に張らずにすぼまる感じを
受ける。やや厚く、外面には指頭
によるナデとオサエが強く残り、
内面にはユビナデによる調整が観
察される。底径 6.5cm を測る。
19突帯文甕の底部片で、外方に

やや張出す厚手の上げ底状を呈
す。調整は外面に指頭によるオサ
エが観察される。底径 7.4cm を
測る。20甕胴部の上半部片で、
如意形口縁を呈し、胴部は張らず
に直線的に立ち上る。口縁端部は
やや上向きで、端部の上下全面に
キザミメを施すが、調整とともに
表面風化のため不鮮明である。口
径 18.3cm、残高 8.1cmを測る。

21～23は、環濠上部から検出。
21甕の口縁部片で、口縁端部は
三角状を呈しており、先端にキザ
ミメを施す。全体には緩やかな S
字カーブを描き、頸部に一条の沈
線文を配す。調整は胴部に斜位の
細かなハケメを施し、内面には横
位のナデが観察される。22甕の
底部片で平底を呈す。調整は外面
に縦位のハケメが施されるが、そ
れが底部付近に至っていて、その
まま残っている。底径 9.1cm を
測る。23甕の底部片で、全体に
細長く高くなり、厚底で上げ底を
呈す。調整は外面に縦位のハケメ
を施す。

24頁岩質砂岩製の磨製石庖丁
片で、穿孔途中で破損した未完成
品である。形状は身幅が広い外湾
刃半月形を呈し、扁平で薄いつく
りであるが、背面形は欠損のため
不明。また、刃部の断面形は両
刃のシンメトリーとはならず、
偏刃状を呈す。残長 5.8cm、残
幅 6.0cm、厚さ 0.4cm を測る。
25黒曜石製の石錐で、先端の一
部を欠く。縦長剥片を素材とし、
両面加工を施して凸レンズ状の断
面形に仕上げる。また、基部には
比較的大きな剥離を加え、楔状の
断面形に仕上げており、柄に取り
付けと固定がしやすい加工を施
す。残長 2.8cm、幅 0.5cm、厚
さ 0.4cmを測る。26黒曜石製の
削器で、素材はやや不整形の縦長
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剥片を使用する。素材剥片の剥離
時の打撃は粗いようで、バルバー
スカーやヒンジ・フラクチャーが
生じており、両側縁も蛇行して末
端が幅広の厚手となっている。ま
た、図左側縁部の打面には、縦長
剥片の剥離痕があり、表面にもそ
れが認められることから再生剥片
の可能性を示す。削器としての調
整剥離は、両側縁と端部に裏面か
ら連続的に施す。長さ 3.0cm、
幅 3.3cm、厚さ 3.0cm を測る。
27黒曜石の原石で、半船底状を
呈しており、およそこのような原
石が原材として搬入されたものと
考える。高さ 3cm、長さ 4.8cm、
幅 2.8cmを測る。28黒曜石製の
石核で、27のような原石を原材
とし、自然面を打面としながら連
続的に縦長剥片を剥離するもの
で、長さ 1cm～ 2cm、幅 0.5cm
程の素材剥片を剥離しているが、
石核上下と後方に多くの自然面を
残して完了しているのか。高さ
2.5cm、長さ 4.5cm、幅 3.4cm
を測る。29黒曜石製の石核で、
上面より幅広の剥片を連続的に剥
離した後に、打面の 90° 転移を行
ない、最初の打点付近から下方に
向け、同様な幅広の剥片を連続的
に剥離する。しかし、後方には自
然面が残る。高さ 2.0cm、長さ
3.8cm、幅 2.6cm を測る。30黒
曜石製の石核で、円錐状を呈す。
打面は上下両方向にあるが、当初
は下方より開始し、その後、下方
左側より右斜め上方向に打面ごと
大きく剥離する。その上で、打面
を上面に転移し、自然面を後方よ
り幅広に剥離した後、その末端を
打面として 1cm程の幅広剥片を
剥離して終了する。しかし、後方
の半面にはまだ自然面が残る。高
さ3.0cm、長さ3.24 cm、幅2.0cm
を測る。31黒曜石製の石核で、

10㎝0

第 6 図　環濠出土遺物実測図（1/4）
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を行ない、さらに、その末端に打
面転移を行なっている。つまり、
打面を連続的に転移させ、多面体
の石核利用を行なっている。高さ
2.0cm、長さ 2.5cm、幅 3.1cm
を測る。33黒曜石製の石核で、
亀甲状を呈す。当初、側面の自然
面より剥離し、次に、左右の両側
縁から剥離して、再び、正面後方
より幅広の剥片剥離を行なう。こ
の場合、常に周囲の自然面を打面

とする。高さ2.0cm、長さ3.3cm、
幅4.6cmを測る。34黒曜石製で、
身の薄い半船底状を呈しており、
石核の剥離作業面の再生剥片であ
る。上面の 2 箇所に剥離痕が残
るが、その打点付近に打面を転移
し、下方に向けて剥片を連続的に
剥離している。なお、身の薄さと
上部及び正面の剥離痕が、本体裏
面の剥離によって何れも切られて
いることから、石核本体の右側面

自然面を打面として剥片を剥離す
るが、右側縁の上面右側縁を短く
幅広に剥離して、打面を調整した
後に剥片を剥ぎ取っている。剥片
は長さ 1.5cm 程度の幅広のもの
と想定され、高さ 2.6cm、長さ
3.5cm、幅 2.2cm を測る。32黒
曜石製の石核で、最初に上面を大
きく剥離するが、ステップフレー
キング状の段を形成する。次に、
その末端を打面として剥片剥離

25

24

第 7 図　環濠出土遺物実測図（24 〜 42、44 〜 46：1/3）（43：1/5）
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上方より一打で剥ぎ取り剥離作業
面の再生を図ったものである。な
お、調整加工等はなくその後の使
用は認められない。長さ4.5cm、
幅 2.7cm、厚さ 1.2cm を測る。
35黒曜石製の打面再生剥片で、
形状は野岳型細石核の打面再生剥
片に近い。上面後方より幅広の剥
離を加えて打面とし、縦長の剥片
を剥ぎ取る。その後、打面再生の
ため当剥片を剥離し、さらに、正
面下方に細かな剥離を加え、掻器
あるいは削器として使用した可能
性が考えられる。長さ 3.1cm、
幅 3.7cm、厚さ 1.5cm を測る。
36黒曜石製の幅広縦長剥片で、
正方形状を呈す。自然面を打面と
し裏面にバルバースカーが生じ
る。自然面が残る表面には、右側
縁より当初の剥離 2 面が観察さ
れ、その後、90° の打面転移とと
もに当剥片が剥離される。右側
縁には細かな加工が施され使用の
可能性を示す。長さ 2.0cm、幅
2.3cm、厚さ 0.8cm を測る。37
黒曜石製の縦長剥片で、自然面を
打面とし裏面にバルバースカーが
生じる。右側縁に自然面を残し、
上端部が台形状にすぼまる。長さ
2.3cm、幅 2.6cm、厚さ 0.5cm
を測る。38黒曜石製の幅広縦長
剥片で、自然面を打面とする。表
面には、下方・左側縁・右側縁上
方と90° 異なる三方向の剥離痕が
観察され、連続的に打面転移が行
われる。長さ 2.0cm、幅 2.3cm、
厚さ 0.8cmを測る。39黒曜石製
の幅広縦長剥片で、正方形状を呈
す。裏面にバルバースカーが生
じる。表面の剥離は右側縁より行
われており、打面が 90° 転移さ
れる。長さ 2.0cm、幅 2.3cm、
厚さ 0.8cmを測る。40黒曜石製
の横長状剥片で、打面は自然面の
稜線を利用する。表面には左側縁

より 2 条の剥離面が観察され、
90° の打面転移が行われる。長さ
1.8cm、幅 2.6cm、厚さ 0.6cm
を測る。41玄武岩製の剥片で、
表面には周囲から中心に向かう剥
離が観察され、石器の整形剥片の
可能性を有す。なお、0.1cm 以
下の黒色粒を多く含む点から安
山岩の可能性も考えたい。長さ
4.5cm、幅 4.3cm、厚さ 0.7cm
を測る。42玄武岩製の不整形剥
片で、表面は自然面である。自然
礫の表面調整剥片と考えられ、玄
武岩の原石を搬入した可能性を示
す。長さ 3.1cm、幅 3.8cm、厚
さ 0.5cmを測る。43玄武岩製の
石核で上面と側部の一面に自然面

を残す。自然の円礫を搬入して原
材とし、上面の自然面を打面とし
ながら、側面の一面を残して周囲
を連続的打撃しながら幅広で縦長
の剥片を剥離する。その後、側面
に残る自然面の下方より、底面に
沿って打撃を加えて幅広の剥片を
剥離しており、打面の転移を図る。
しかし、新たに自然面を打面とす
るため、前段の剥離面を打面とし
て利用するような連続性は認めら
れず、一旦、剥片剥離を終了させ
た後に、新たに側面の自然面から
開始するようである。当初の連続
的剥離では長さ 5cm、幅 3.0cm
程度の幅広縦長剥片が完成し、
新たな下方の剥離作業では長さ

14.8ｍ14.8ｍ

Y
＝-49170

Y
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X＝67250

X＝67252
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第 8 図　SK3 平面図、断面図（1/50）
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8.0cm、幅 7.0cm の大型剥片が
剥ぎ取られる。しかし、それら剥
片類を素材とした製品については
不明である。高さ 10.0cm、長さ
15.0cm、幅12.6cm、重さは2.6kg
を測るもので、本来、もう一回り
大きな自然礫の形状で搬入された
と考えられる。44土製の紡錘車
で、中央付近に孔が位置し、全体
の 1/2 ほどを欠く。調整は全面に
指頭によるナデ、もしくはオサエ
の痕跡が観察される。径8.1cm、
厚さ 3.3cm、中央の孔径 0.5cm
を測る。45円盤状の土製品で、
甕の破片を転用しており、表裏の
両面に貝殻条痕が見られる。長さ
5.9cm、幅 7.0cm、厚さ 0.7cm
を測る。46円盤状の土製品で、
表裏の両面ともにナデが見られ
る。長さ 4.5cm、幅 5.2cm、厚
さ 0.9cmを測る。

SK3( 貯蔵穴 )( 第 8 図 )

平面形は隅丸方形を呈し、東、
西、南の三方向には一部テラス状
の段が存在するが、北側に関して
は底部が外側に張り出している。
断面形は台形状を基本とするが、
南北に関しては北壁がオーバーハ
ングするため、平行四辺形状と
なっている。なお、遺物は検出さ
れていない。東西 1.67 ｍ、南北
1.70 ｍと正方形状を呈し、深さ
1.15 ｍを測る。

SX2( 不明遺構 )（第 3 図参照）

調査区北西端側で SB1 と柵列
に挟まれ、SX1 の西側に位置す
る黄褐色の包含層中に落ち込みら
しきものが存在したが、図化をし
ていない。まとまった遺物が検出
されたものの、遺構なのか自然
の窪みなのかは判然としなかった

が、印象としては小規模の竪穴状
であった。

SX2 出土遺物（第 9、10 図）

47黒色磨研の壺頸部片で、口
縁部は外反し口縁端部を丸く収め
る。頸部は直線的だが、口縁部及
び肩部の接合部は、それぞれわず
かに屈折面を呈し、かすかな沈線
状のラインとして表れる。粘土の
接合は内傾を示し、調整は内外の
両面ともに横位のミガキを施す。
口径 10.0cm、残高 6.6cm を測
る。48壺の胴部片で、肩部から
胴部にかけて丸味を帯びて大きく
張り出すタイプである。頸部との
接合部には、外面に明瞭な段を有
し、内面の屈折面は稜線状を呈
す。調整は外面に横位のミガキを
施し、内面は斜位の指頭によるナ
デが観察される。残高 14.7cmを
測る。49壺の肩部片で、重心の
低い胴部下半が張るタイプと考え
られる。頸部との接合部は若干屈
折し、外面に２条の沈線文が配
され、内面の屈折面は稜線状を呈
す。調整は外面に強いナデが施さ
れるが、内面は風化のため判然と
しない。50壺の胴部片で、胴部
下半が張るタイプと考えられる。
頸部との接合部は若干屈折してお
り、外面の段は弱く、内面の屈折
面もわずかに隆起する程度であ
る。調整は風化が進むものの外面
にミガキが見られ、内面は一部に
ナデが観察される。51壺の底部
片で、平底から若干斜め外方に立
ち上る。胴部へ外反は強く、大き
く張り出した胴部形態が考えられ
る。調整は底の内面に一部ハケメ
が観察される。52突帯文甕の上
半部片で、口縁部は逆くの字状に
強く屈折して肩部をつくる。突帯
文は二条で口縁端部付近と最大径

を示す肩部に配す。両突帯には貝
殻腹縁による斜位のキザミメを施
すが、明瞭な突帯の口縁端部に比
べ、肩部はわずかに張り付けた粘
土の隆起を見る程度である。器面
全体の風化が著しく、調整は胴部
の外面に斜位の貝殻条痕が、内面
の屈折部付近に横位のナデがわず
かに観察されるのみである。口径
18.0cm、最大径 ( 肩部 )23.0cm、
残高 20.0cm を測る。53突帯文
甕の口縁部片で、屈折は弱く内傾
気味の傾きを示し、二条突帯と考
えられる。突帯は貝殻腹縁による
斜位のキザミメを施し、口縁端部
付近に配す。調整は口縁部の外面
に斜位のナデを施した後、下方を
横位の貝殻条痕で仕上げる。内面
は横位のナデが観察される。54
突帯文甕の口縁部片で、53と同
様の傾きを示すと考えられる。突
帯は貝殻腹縁による縦位のキザミ
メを施し、口縁端部の直下に配
す。調整は外面に横位の貝殻条痕
を施し、内面は横位のナデにより
仕上げる。55突帯文甕の口縁部
片で、直立する口縁部の下方から
肩部へと屈折するものと考えられ
る。突帯は口縁端部を肥厚させ、
ヘラ状工具による下方からの刺
突、あるいは押引の様相を呈した
三角形状のキザミメが連続する。
調整は外面に横位の粗いナデを施
し、内面には指頭による縦位のナ
デを上端から下方へと順に施す。
56突帯文甕の口縁部片で、直口
する口縁部は下方に向かって緩や
かに開く。突帯は口縁端部に粘土
紐を貼り付け、貝殻腹縁による縦
位のキザミメを施す。調整は外面
に横位の貝殻条痕を施し、内面に
は斜位の指頭によるナデを上端か
ら下方へと順に施す。57壺の底
部片か。整形時に粘土紐の輪を貼
り付けて底とし、上げ底に直立気
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第 9 図　SX2 出土遺物実測図（47 〜 62：1/4、64 〜 70：1 ／ 3、63：1/2)
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味に張り付く形状は高台のような
印象である。外面の調整はナデが
観察されるが、内面は不明。底径
8.6cm を測る。58突帯文甕の底
部片で、底が大きく張り出して厚
底を呈す。外面の調整はナデが観
察されるものの、内面は不明。底
径 7.8cmを測る。59突帯文甕の
底部片で、若干張出す底部は厚底
を呈す。外面の調整はナデが観察
されるものの、内面は不明。底径
6.6cm を測る。60突帯文甕の底
部片で、張り出しはなく厚底で直
線的に立ち上る。調整は内外の両
面ともにナデを施す。底径8.8cm
を測る。61甕の底部片で、薄手
の平底で張出し気味の形状を呈
す。調整は外面に縦位の細かなハ
ケメを下方にまで施し、内面には
指頭によるナデを下位より上方へ
と施している。底径 10.0cmを測
る。

62磨製柱状片刃石斧の未完成

品である。色調は明褐灰色を呈
し、材質は全体に粉を吹いたよう
な風化が進んだ状態の中に、細か
な角礫状の粒が浮き出たように点
在する。また、右側面は自然面で
あるが、ラミナ状の細かな葉理が
見受けられる。風化面の薄く剥が
れた箇所を観察すると、内部は暗
灰色を呈すようで、本来の色調と
考えられ、現状で近いものは、層
灰岩を含む頁岩系のものと推定す
る。素材としては、河川等でやや
磨滅した亜角礫等の少し角が残る
偏平 ( 幅 4cm、厚さ 2.5cm) な棒
状礫を使用する。その場合、幅広
な 4cm幅の平坦面を主面とすれ
ば、目取りは横目となるが、2.5cm
の厚み側を主面とし、幅広平坦面
を側面に使用するため縦目とな
る。整形の加工は、素材のやや磨
滅した角を潰すように葉理に沿っ
て、上下 ( 前後の主面に相当 ) 両
端と先端 ( 刃部に相当 )、基部 ( 基

端に相当 ) に対し、幅１cm程の
剥離を全体に細かく加え、全体の
形状と断面形が楕円になるように
整形する。しかし、剥離加工は左
右の両側面と基端には及んでいな
い。その後、基端を除く両側面に
敲打による調整がなされるが、当
資料の加工はそこまでで止まっ
ている。長さ 11.8cm、幅 4.0cm
～ 4.3cm、厚さ 2.5cm ～ 3.0cm
を測り、重さ 277g。なお、江辻
遺跡第 2 地点より柱状片刃石斧
の未完成品 2 点が得られている
が、比較すると肉眼ではあるが近
似した石材と考えられる。63黒
曜石製の打製石鏃で、凹基式の
両面加工で、先端をわずかに欠
く。長さ 1.5cm、幅 0.9cm、厚
さ 0.3cm を測る。64黒曜石製
で、粕屋町教育委員会『江辻遺跡
第 4 地点』粕屋町文化財調査報
告書第 14 集の報告において牙状
尖頭器と称された尖頭器状の石器

第 10 図　SX2 出土遺物、ピット及び表採の遺物（1/3）
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5㎝0 （1/3）
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である。尖頭器とするには先端が
丸味を帯びて鋭利さを欠き、石鏃
未完成品とするなら厚さをかなり
減ずる必要があろう。両面加工は
完成されており、この状態での
使用が考えられる。注意点として
当資料に限るが、表裏の加工様相
が異なっている。特に、表面先端
の加工は、細長な樋状剥離が連続
しており、裏面先端の細かな刃こ
ぼれ状の剥離と合わせてスクレイ
パー・エッジを想起させる。長さ
3.3cm、幅 2.5cm、厚さ 1.2cm
を測る。65サヌカイト製の削器
で、打面及び表面に自然面を残す
横長剥片の円弧を描く末端部に、
表面側から連続的に剥離を加えて
刃部を形成する。長さ 4.0cm、
幅 6.5cm、厚さ 0.7cm を測る。
66打製の石庖丁か。石材はサヌ
カイトもしくは、ホルンフェルス
と思われる方形の板状剥片を素材
剥片とする。表面と裏面の剥離方
向は 180° 異なり、本体を剥ぎ取
る際に、打面転換が行われる。右
側縁にはノッチ状の抉りが入り、
末端部には鋸歯状の剥離が施され
る。長さ 7.1cm、幅 6.7cm、厚
さ 1.3cmを測る。67石核か。石
材は不明だが表面は茶褐色に変色
するが、内面は灰色のチャートに
近い質である。形状は平面形が圭
頭形で、断面形は逆三角形状を呈
す。石核とすれば周縁全体より中
央に向けて剥離されており、幅広
の半円形状剥片が連続的に剥離さ
れたと考える。あるいは、圭頭形
の尖頭器の可能性もあるが、全長
が短く片面加工という点に難点が
あろう。高さ2.0cm、長さ7.7cm、
幅 5.5cmを測る。68黒曜石製の
幅広縦長剥片で、正方形状を呈す。
自然面を打面とし上下方向及び右

側縁より剥離され、打面転移が行
われる。裏面にはバルバースカー
が観察される。長さ 3.7cm、幅
3.1cm、厚さ 0.9cm を測る。69
黒曜石製の幅広縦長剥片で、自然
面を打面とし表面に二条の剥離痕
と左側縁に自然面が存在する。裏
面にはバルバースカーと末端にヒ
ンジ・フラクチャーが確認され
る。長さ 3.6cm、幅 3.0cm、厚
さ 1.1cmを測る。70黒曜石製の
縦長剥片で、自然面を打面とし、
表面には複数の剥片剥離痕や左斜
方向からの剥離痕が観察される。
裏面にはバルバースカーと末端に
ヒンジ・フラクチャーが確認され
る。長さ 3.0cm、幅 2.0cm、厚
さ 0.7cmを測る。71黒曜石製の
縦長剥片で、自然面を打面とし、
表面には縦方向と左側縁から 90°
異なる方向の剥離痕が加えられ、
裏面にはバルバースカーと末端に
ヒンジ・フラクチャーが確認され
る。長さ 3.7cm、幅 2.5cm、厚
さ 1.0cmを測る。72黒曜石製の
三角形状を呈す幅広剥片で、自然
面を打面とし、表面及び裏面の
剥離がともに斜軸状を呈す。左側
縁に自然面を残し、頂部に加工痕
が観察される。長さ 3.3cm、幅
2.4cm、厚さ 0.8cm を測る。73
黒曜石製の剥片で、自然面を打面
とする。長さ 2.2cm、幅 2.2cm、
厚さ 0.5cmを測る。74黒曜石製
の幅広の剥片で、自然面を打面と
する。長さ 2.4cm、幅 2.8cm、
厚さ 0.9cmを測る。75玄武岩製
の縦長剥片で菱形状を呈す。表面
に三条の剥片剥離痕が認められ
る。長さ 3.5cm、幅 2.1cm、厚
さ 0.8cm を測る。なお、玄武岩
製の石核 43から取れる剥片は大
型であり、当資料を含め 41・42

の資料とは異なるため、さらに小
型の石核の存在が想定されよう。
76砂岩製の小型 ( 手持ち ) 砥石
で、右側を大きく破損する。表裏
及び側面を使用しており、欠損部
も含め四面使用と考えられる。長
さ 4.0cm、幅 2.2cm、厚さ 1.1cm
を測る。77石製紡錘車で、側面
の葉理より薄く剥がれており、質
感等を含め石材は頁岩質砂岩と考
えられる。径 4.0cm、厚さ 0.2cm
以上、孔径 0.62cm 測る。78～
82は石製の投弾と考えられる。
いずれも河川の円礫を使用してお
り、平面形が楕円状で頭部あるい
は両端が尖り気味となっている。
断面形の多くは楕円であるが円形
も存在する。78の長さ 4.6cm、
幅 3.6cm、 厚 さ 2.3cm を 測 る
が、いずれも長さ 4.5cm 前後、
幅 3.5cm 前後とほぼ同じ大きさ
である。石材は安山岩、砂岩、片
岩が使用される。

ピット及び表採の遺物（第10図）

83砂岩製の砥石片でピット内
より検出。現状では表面の一面の
み使用が確認される。特に、上半
には幅 0.2cm 幅の粗い条線が、
約 5 本単位で付けられており、
重複する部分も存在する。残長
12.4cm、幅 8.0cm、厚さ 4.2cm
を測る。84は砂岩製の磨石で、
表採。形状は長楕円形であるが、
断面は不整形を呈しており、本来
は偏平礫であったと考えられる。
擦痕は前面に見られるが、表裏両
面に残る剥離痕が特徴的である
が、自然か人口によるものかは不
明である。仮に人為的剥離であれ
ば、石斧等の再利用も考えられる。
長さ 12.1㎝、幅 7.7㎝、厚さ 3.8
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㎝を測る。

古墳時代の遺構と遺物

ＳＴ( 横穴墓 )

検出総数は 4 基で、丘陵西側
斜面に三段に築かれる。いずれも
後世の削平のため主に玄室部の一
部のみの検出に止まる。

ＳＴ1( 第 11 図 )

横穴墓の玄室において床面、右
側壁、奥壁の一部が残るのみであ
るが、大形でしっかりした構造と
考える。平面形は方形を基本とす
るが、右側壁部のラインが玄門側
にわずかに狭くなる。床面は平坦
で敷石、排水溝、棺床等は存在し
ない。側壁は直線的であるが、床
面から約 0.3 ｍの立ち上り部分ま
ではわずかに開く。したがって、
奥壁の右のラインも同様な立ち上
がりの形状を呈す。なお、奥壁は
床面から高さ 1.1 ｍ辺りで内側に
カーブしており、軒先を示すライ
ンと考えられる。残存部において

長さ1.35ｍ、幅0.85㎝、高さ1.15
ｍ、床面の標高は 9.85 ｍを測る。

ST1 出土遺物 ( 第 12 図 )

1須恵器甕の体部下半部片で、
外面の平行タタキメは方向を変え
て重なっており、内面当具痕の青
海波もまた重なる点から、小型甕
の底部付近であろう。2土師器の
杯身で、立ち上りは直線的で長い。
体部との境に受部の段がわずかに
見られ、内面は屈曲して稜線状を
呈す。調整は内面に横位のミガキ
が観察される。口径 13.0cm、残
高4.3cm、最大径14.5cmを測る。

Y
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第 11 図　ST1 〜 ST3 平面図、断面図（1/50）
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色調は黄橙色、焼成は不良で軟質。
3土師器杯身の体部片、2より厚
みがあり内面に横位のミガキが観
察される。色調は橙色。

ＳＴ2( 第 11 図 )

長方形の羨道部先端に、わずか
に玄室が掘り込まれた小型の横穴
墓である。羨道の残存部において、
床面の長さ 1.17 ｍ、幅 0.72 ｍ、
左側壁高 0.9 ｍ、右側壁高 0.6 ｍ、
床面の標高は 8.7 ｍを測る。玄室
は平面形が半円状で立面はドーム
状を呈す。奥行 0.4 ｍ、幅 0.5 ｍ、
0.6 ｍ以上となる。玄門部は 0.1
ｍ程の段差が設けられ、さらに、
奥壁側に弓なりの平坦地と 0.05
ｍ程の段差が設けられている。

遺物 ( 第 12 図 )

4土師器鉢の体部片で、屈折し
た頸部と湾曲した体部を呈す。風
化のため調整は不明。残高 3.4㎝
をはかり、色調は橙色、焼成は不
良で軟質。5土師器甕の口縁部片
( ａ ) と体部片 ( ｂ ) で同一個体と
考えられる。口縁部 ( ａ ) はくの
字状を呈して外反し、調整は外面

に縦位のハケメの後に横位のナデ
が加えられ、内面には横位のナデ
が施される。体部 ( ｂ ) は下半部
と考えられ、調整は外面に縦位の
ハケメが、内面には縦位のヘラケ
ズリが施される。色調は橙色で、
焼成は良い方であろう。6は鉄
滓で1/3を欠く。残長 7.3cm、幅
6.5cm、厚さ 3.5cmを測る。7、
8は横穴墓の羨道部埋土中に混入
していたものである。7は須恵質
陶器の壺体部片と考えられる。内
外両面に横ナデがしっかりと施さ
れており、色調は灰黄褐色、胎土、
焼成ともに良好である。8丸瓦片
で燻してある。表面調整は風化の
ため不明であるが、内面は不鮮明
なから布目が観察される。
特に、7、8の資料は、玄門が

砂質土により丁寧に閉塞された上
部より得られている。一見、閉塞
全体が一度に積まれた状況であっ
たが、観察すると上半部は一度開
けて再び丁寧に閉じた状況が見受
けられた。それを当初は追葬と考
えたが、玄室は非常小さく追葬に
供するスペースの確保も困難で、
中世以降の遺物が混入していたこ
とから、何らかの理由で、羨道を
含め埋め戻したものと考えてい

る。なお、ST1 の調査時にも、
通常の埋土ではなく全体を黒色土
と赤色土で、丁寧に交互に積んだ
版築状の埋土を確認しており、中
世の項で触れるが盛り土遺構や建
物群等の構築に関連すると考えて
いる。

ＳＴ3( 第 11 図 )

小形横穴墓の玄室のみ検出。立
面形態はドーム状を呈すと考えら
れるが、天井部については中世の
盛り土構築に伴い削平されてお
り、標高 12 ｍ前後が中世盛り土
の底面に相当する。床面は左半分
がやや高くなる。残存部の床面奥
行 0.5 ｍ、幅 1.1 ｍ、右側壁高 0.4
ｍ、左側壁高 0.24cm、床面の標
高は11.6ｍを測る。遺物は未検出。

ＳＴ4（第 3 図参照）

小形横穴墓の玄室のみ検出。平
面形は隅丸の長方形状を呈し、側
壁はやや開き気味に立ち上るが、
奥壁は垂直に近い。残存部の床面
奥行 0.5 ｍ、幅 0.35 ｍ、高さ 0.3
ｍ、床面の標高は10.25ｍを測る。

10㎝0

1

5a

4

3

2

7

6

第 12 図　ST 出土遺物（1/4）
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中世の遺構と遺物

ＳＢ ( 掘立柱建物 )

ＳＢ 1( 第 13 図 )

1 間 ×2 間を基本とするが、南
側梁行の西側柱穴が未検出なた
め、仮に点線部分に設定すると、
西側の桁行間は 2 間、東側は 3
間となる。そうでなければ、南側
の梁行に関し柱筋の通りが悪い建
物となろう。桁行2.0ｍ、梁行1.55
ｍほどの小規模な建物である。

SB1 出土遺物 ( 第 14 図 )

1青磁椀の体部片で、龍泉窯系。
外面には弁の中心線が稜線となる
鎬蓮弁文を配す。色調はオリーブ
灰色、胎土は灰白色を呈す。2土
師質鍋の口縁部片で、厚みのある
逆 L字形口縁を呈し、上部に L(1
段 ) の原体を絡条体にして時計回
りに連続的に押圧する。調整は外
面に縦位のハケメが、内面には横
位のハケメが施される。

14.0m

14.0m

Y

＝-49172

Y

＝-49174

Y

＝-49176

X＝67258

X＝67260

A’

A

B

B’

13.5m

13.5m

Y

＝-49170

Y

＝-49168

X＝67244

A’
B

B’

A’

A

第 14 図　SB1 出土遺物（1/4）

1

2

10㎝0

1m0

第 13 図　SB1 平面図、断面図（1/50）

A - A'

B - B'

第 15 図　SB2 平面図、断面図（1/50）

A - A'

B - B'

1m0
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ＳＢ 2( 第 15 図 )

調査区西側端部の平場に設け
られた建物で、1間 ×1 間の規模
を有し、桁行 1.80 ｍ、梁行 1.35
ｍを測る。当地点は、調査区西側
で確認した、弥生時代の環濠土層
図 ( 第 5 図 )1 〜 4 層が、中世に
造成された平場の堆積層である。

その 4 層下に延びるラインが、
斜面を削平して造成した平場と
なっている。遺物の検出はない。

SA( 柵 )（第 16 図）

調査区の北側から南に向かって
7ｍほど延びており、そこから、
約 90° 西側に角度を変え 2.4 ｍほ

ど延びて途切れる。そこは、調査
区の西側を南北に走る SD1 の北
端に相当しており、両者は連続し
ており西側に対する防備の機能を
有したものと考える。柱穴は多く
が径 0.3 〜 0.4 ｍのもので、柱間
の間隔も非常に狭く互いに接する
ように連なっており、柵というよ
りは塀の類かもしれない。遺物の

15
.0
m

15
.0
m

15.0m 15.0m

Y

＝-4
91
74

Y

＝-4
91
72

Y

＝-4
91
76

X＝67256

X＝67258

X＝67254

X＝67252

第 16 図　SA 平面図、断面図（1/50）

1m0
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検出はない。

SK( 土坑 )

SK1( 第 17 図 )

平面形は隅丸方形状を呈すが、
東西両側の側面を立木に大きく切
られている。長さ3.0ｍ、幅2.5ｍ、
深さ 0.32 ｍを測る。

SK１出土遺物 ( 第 18 図 )

3白磁皿の口縁部片で、断面形
が方形の口縁端部から内面にかけ
て、釉を掻き取った口禿となって
いる。色調、胎土ともに灰白色を
呈す。4青磁椀の口縁部片で、龍
泉窯系。外面は無文、内面の口縁
部付近には二条沈線を配し、その
下方に細い線で飛雲文を描いてい
る。色調はオリーブ灰色、胎土は
灰白色を呈す。5青磁椀の口縁部
片で、龍泉窯系。外面には弁の中
心線が稜線となる鎬蓮弁文を配
す。色調はオリーブ黄色、胎土は
ともに灰白色を呈す。6青磁椀の
体部片で、龍泉窯系。外面には弁
の中心線が稜線となる鎬蓮弁文を
配す。色調はオリーブ灰色で釉に
ヒビが多い。胎土は灰白色を呈す。
7青磁椀の底部片で、同安窯系。
内面の見込上部に円形の片彫文様
を描く。体部下方は直線的に開き、
回転ヘラケズリによる調整が観察
される。高台は断面形が逆三角形
状を呈し、底部は円錐状の厚底と
なる。外面の釉は体部下半付近で
止まる。色調はオリーブ灰色、胎
土は明オリーブ灰色を呈す。底径
5.7cm を測る。8青磁の皿で同
安窯系、口縁部は外反し、体部は
屈折して上げ底の底部へと続く。
屈折部の外面は稜線となり、内面
の見込は段をなしている。底部外

Y

＝-49170

Y

＝-49166

X＝67250

X＝67252

A

A’

15.0ｍ15.0ｍ

第 18 図　SK1 出土遺物実測図（1/4）

A - A'

第 17 図　SK1 平面図、土層図（1/50）
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面付近には、横位方向のヘラケズ
リが観察される。色調オリーブ黄
色、胎土は灰白色を呈す。口径
10.2cm、器高 2.2cm、底径 4.6cm
を測る。9滑石製の未製品で、形
状は二等辺三角形状を呈すが完成
品は不明。全体に厚く丸味を帯び
る。頂部から左側縁に加工痕があ
り、全体に粗く研磨されている。
長さ 3.5cm、最大幅 2.9cm、厚
さ 1.4cm を測る。10、11 はと
もに滑石の原材で、10は板状を
呈し、11は周縁に粗い加工が加
えられている。10は長さ8.4cm、
幅 6.2cm、厚さ 1.3cm を測る。
11は長さ 6.5cm、幅 4.1cm、厚
さ 2.1cmを測る。

SK2( 第 19 図 )

平面形は長方形状を呈すが、片
側の側面をカクランにより大きく
切られている。長さ1.85ｍ、幅0.8
ｍ、深さ 0.07 ｍを測る。

SK2 出土遺物 ( 第 20 図 )

12青磁椀の口縁部片で、龍泉
窯系。やや尖り気味の直口口縁を
呈し、外面に横位の櫛目を入れ、
内面には片彫文様が観察される。
色調は灰オリーブ色で釉に細かい
ヒビが入り、胎土は灰白色を呈す。
13青磁杯の口縁部片で、嘴状の
口縁端部上面が凹面をなす。全体
に釉が厚めにかかり、色調は灰オ
リーブ色、胎土は灰白色を呈す。
口径12.0cm、残高2.4cmを測る。
14瓦器椀の底部片で、高台は低
く丸味を帯びる。底部切り離しは
回転糸切と見られるが不鮮明であ
る。

SX1( 不明遺構 )（第 21 図）

形状的には方形と長方形の土坑
を組み合わせた (SK1 と SK2) よ
うで不整形である。規模は最長で
3.0 ｍ、方形部分の幅 1.67 ｍ、
長方形部分の幅 0.6 ｍ、深さは
0.1m〜 0.15 ｍを測る。

SX1 出土遺物 ( 第 22 図 )

15白磁皿の体部片で、口縁部
はやや厚く直線的に開き、体部下
方で大きく屈折する。口縁端部の
釉は掻き取られており口禿を呈
す。色調、胎土ともに灰白色を
呈し、残高 2.5cmを測る。16青
磁椀の底部片で、龍泉窯系。内面
の見込は弱い段をなす。高台は厚
みがあり、底部はやや厚底を呈
す。色調はオリーブ黄色、胎土

は灰白色を呈す。底径 5.9cm を
測る。17青磁の椀で、口縁端部
を丸く納め、体部は丸味を帯びて
全体に厚めである。体部下方は
回転ヘラケズリが施され、高台
は若干外側に張る。内面の見込は
しっかりと段になる。外面には片
彫の蓮弁文を配すが弁の中心線に
鎬はない。色調はオリーブ色、
胎土は灰黄色で黒色粒子を少し含
む。口径 15.8cm、器高 6.7cm、
底径 6.3cmを測る。18土師器の
椀、もしくは高台付杯で、瓦器椀
のつくりと似る。口縁部は緩やか
に外反し、口縁端部は若干肥厚す
る。体部は丸味を帯び、高台は高
さと幅があり、外方に張り出す。
色調は浅黄橙色、焼成は不良で軟
質。口径 16.4cm、器高 5.4cm、
底径 6.1cm、高台高 0.7cm を測
る。19土師器の小皿と考えられ

Y
＝-49170

Y

＝-49172

X＝67254

A

A’

14.9m
14.9m

第 20 図　SK2 出土遺物（1/4）

A - A'
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第 19 図　SK2 平面図、断面図（1/50）
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る。体部は丸味を帯び、底部の切
り離しは回転糸切底である。口径
6.6cm、器高 1.1cm、底径 5.3cm
を測る。

Pit1( 第 23 図 )

形状は隅丸方形状で、底部には
東側に寄せて礎板状の石を据えて
おり、柱穴と考えられる。遺物の
陶器は、底部の礎板状石の西側に
まとめられており、地鎮に伴う可
能性があろう。長軸長 0.37 ｍ、
短軸長 0.33 ｍ、深さ 0.16 ｍを
測る。

Pit1 出土遺物 ( 第 24 図 )

20常滑焼 ( 陶器 ) 甕の口縁部
及び底部の破片である。口縁部は
大きく外反し、口縁端部は短い垂
直面をなして、その上面に凹線を
一条配す。口縁部と頸部に屈折面

Y
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Y

＝-49174

Y

＝-49172

X＝67256

X＝67258

B’
A’

A

B

B’

14.9ｍ14.9m

第 24 図　Pit1 出土遺物（1/4）

A - A' B - B'

1m0

第 21 図　SX1 平面図、断面図（1/50）
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第 22 図　SX1 出土遺物（1/4）

第 23 図　Pit1 平面図、断面図（1/50）
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があり、肩部はなで肩を呈して外
方へと大きく張り出している。釉
は口縁部内面の上部と外面上部の
屈折面から下方に施されている。
底部は胴部に向けて大きく外反し
ており、底面はやや上げ底になる。
一部に焼成時の粘土塊が残る。調
整は口縁部の施釉のない外面と内
面については横ナデが観察され
る。色調は緑黄色で、露胎は赤褐
色を呈す。釉は自然の灰釉と考え
られ、底部内面にも厚く溜まって
いる。胎土は灰黄色で石英の細礫
を多量に含んでいる。

SD( 溝状遺構 )( 第 25 図 )

調査区西側で検出された溝状遺
構であるが、先の SAの所でも記
したが、柵と当遺構は丘陵の西部
を意識しており、北側に柵、南側
に溝状遺構を設け、後者に横堀の
機能を持たせていたと考えてい
る。なお、溝の西側に沿って犬走
り程度の平坦面が存在する。全体
に大きく削平されて平坦となる
が、本来は盛り土を行ない土塁と
して存在したか、あるいは犬走り
として機能していた可能性を考え
たい。現状で確認できる溝の長さ
は、10.4 ｍで北側は柵 (SA) と接
する箇所で閉じている。南側には

さらに延びると考えられ、地形の
窪み等から考えて残丘の先に及ぶ
と想定している。断面形は逆台形
を呈しており、C‐C´ において、
溝と平場の間の約 0.7 ｍ部分が土
塁、あるいは犬走りと考える部分
である。なお、削平は畑地の開墾
によるものと考えられ、当溝状遺
構に掘り込まれたカクランは、堆
肥場として利用されている。

SD 出土遺物 ( 第 27 図 )

21白磁椀の口縁部片で、断面
三角形の嘴状を呈し、色調、胎土
ともに灰白色を呈す。22青磁椀
の体部片で、龍泉窯系。外面は無
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第 25 図　SD、盛り土状遺構、平場平面図（1 ／ 80）、SD、平場断面図（1 ／ 50）
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A 赤 土 盛 土
1 ．明赤褐色土（2.5Y5/6）赤色土（10R5/8）及び赤灰色土（10R6/1
ブロックを含む）
2 ．明赤褐色土（2.5YR5/8）赤色土（10R5/8）及び赤灰色土（10R6/1）
ブロックを含む
３.にぶい赤色土（2.5YR5/3）赤灰色土（10R6/1）を多く含む
4 ．明赤褐色土（2.5YR5/6）赤灰色土（10R6/1）を含む
５．にぶい橙色土（2.5YR6/3）淡赤橙色土（2.5YR7/4）のブロックを含
む
6 ．にぶい橙色土（2.5YR6/3）赤灰色土（10R6/1）ブロックを含む
７．橙色土（2.5YR6/6）赤灰色土（10R6/1）淡赤橙色土（2.5YR2/4）
それぞれがブロック状に混在する
８．にぶい橙色土（2.5YR6/3）と明赤褐色土（2.5YR5/6）がそれぞれブロッ
ク状に混在する
９．橙色土（2.5YR6/6）に橙色土（5YR2/6）がブロック状に含まれる
10．灰褐色土（5YR6/2）に橙色土（5YR7/8）の小ブロックが含まれる
11．橙色土（2.5YR）に橙色土（５YR7/6）のブロックが含まれる
12．赤色土（10R5/6）に赤灰色土（10R6/1）のブロックが含まれる

B灰褐色盛土（全体的にかたく締まっている）
a．にぶい橙色土（7.5YR6/4）橙色土（2.5YR6/6）ブロックを少し含む
b．にぶい橙色土（7.5YR6/4）橙色土（2.5YR6/6）ブロックを含む
c．にぶい橙色土（7.5YR7/4）橙色土（2.5YR6/8）ブロックを含む
d．灰褐色土（7.5YR6/2）
e．灰褐色土（5YR6/2）浅黄橙色土（7.5YR8/6）を少し含む

f．黄灰色土（2.5YR6/1）橙色土（2.5YR6/8）を含む
g．褐灰色土（10YR6/1）炭化物を少し含む
h．灰黄褐色土（10YR6/2）
i．にぶい黄橙色土（10YR7/4）
j．にぶい黄橙色土（10YR7/4）橙色土（5YR7/6）を多く含む
k．浅黄橙色土（7.5YR8/4）浅黄橙色土（10YR8/4）ブロックを含む
l．にぶい黄橙色土（10YR6/3）
m．浅黄橙色土（7.5YR8/4）橙色土（2.5YR7/8）ブロックを含む
n．黄灰色土（2.5YR6/1）
o．灰黄色土（2.5YR6/2）
p．灰黄色土（2.5Y7/2）
q．にぶい赤褐色土（5YR5/3）レキを少し含む
r．にぶい赤褐色度（5YR5/4）明赤褐色土（2.5YR5/6）ブロックを含
む
s．にぶい橙色土（5YR6/3）
t．灰赤色土（2.5YR6/2）石英粒を多く含む

C環濠埋土（全体的に硬く、しまりが強い）
Ⅰ．明赤褐色土（2.5YR5/6）石英粒を多く含む
Ⅱ．にぶい赤褐色土（2.5YR5/4）にぶい橙色土（5YR6/4）を多く含む
Ⅲ．にぶい橙色土（2.5YR6/3）石英粒と橙色土（2.5YR6/8）を多く含
む
Ⅳ．灰褐色土（5YR6/2）ピット覆土
Ⅴ．にぶい橙色土（2.5YR6/3）炭化物を含む　ピット覆土
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第 26 図　盛り土遺構土層図（1 ／ 30）、盛り土遺構模式図（1 ／ 40）

模式図番号、土層図番号対応
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文か、内面には片彫の文様が描か
れる。色調はオリーブ黄色で、釉
に細かなヒビが観察される。胎土
は灰白色を呈す。23青磁小椀の
口縁部片で、龍泉窯系。輪花で内
面に白堆線による区分けが観察さ
れる。色調は明緑灰色で、胎土は
灰白色を呈す。

盛り土状遺構 ( 第 25、26 図 )

調査区西側の崖面で検出された
ST3は、墓群の最も高所に位置し、
弥生の環濠を西側から掘り抜き構
築されている。そこは、環濠下層
の埋土 ( 真砂土 ) が非常に硬く堆
積した部分で、崖面の横穴墓断面
は玄室の天井部が失われ、盛り土
と見られる灰褐色土層と赤色土層
が丘陵上まで堆積する状況が確認
された。観察の結果、これは丘陵
西側における盛り土状遺構の構築
に際し、横穴墓天井部が削平され
たと判明した。なお、標高 12 ｍ
前後が中世盛り土の底面に相当す
る。検出された盛り土は、高さ約
1.6 ｍ、幅 2.6 ｍで、ST3 の位置
とカットされた標高を考慮する
と、高さ 2.15 ｍ、西側への幅は
4ｍほどになろうか。丘陵上の削
平を加味すれば高さは増すものと
考える。検出した土層を観察する
と、1～ 12 層の赤色土を上層と
し、a～ t(20 層 ) の灰褐色系を下
層として 32 層に区分される。そ
れを環濠南側の土層図 (第 5図 )6
～ 14 層と比較すれば、環濠内の
自然堆積とは大きく異なる事が理
解出来よう。環濠南側の平場では、
構築のため斜面側を約50° の傾斜
をもって約１mの深さまでカッ
トし、その後、低い西側の地山面
までを含めて平坦にして、必要な
面積を確保している。北側の盛り
土状遺構の構築では、まず、東側

から約 25° ～ 35° の傾斜で削る
が、途中で緩やかな段を設け１ｍ
ほど進む。そこから、垂直に 0.2
ｍほど段カットした後、ほぼ水平
に 0.4 ｍほど進んでから、再び、
傾斜を 30° ～ 40° として 0.5 ｍほ
ど進み、そこから、ほぼ水平に 0.5
ｍほど進むが、その先は不明とな
る。これまでの工程では、緩急の
差はあるものの、西側に 0.5 ｍ前
後削ったら、傾斜を変えて段を設
けており、中間では明確な段カッ
ト (r 層 ) が見られる。検出した土
層の西端から、先の ST3 天井部
のカット面との比高差が0.55ｍ、
距離は 1.3 ｍほどあろうか、少な
くとも途中に 1 ヶ所の段差を設
けて削っているものと考えられる。
次に、盛り土の方法であるが、
32 層をある程度単位的にまとめ
模式図で示すと、先の西側斜面
の削平後、①→ 2 → 3 の順で灰
褐色土を積み上げ、①と 2、2と
3の土層ラインは短いスパーンで
あるが、ほぼ水平に積み上げて
補強するものと考える。次に④
→5→6→7と順に積まれるが、
④と 5、5 と 6、6 と 7 の何れの
土層ラインも、当初の①～ 3 に
比べるとかなり長いスパーンの緩
傾斜面をもって、下層及び上層は
基より①～ 3 とも接することと
なり、接地面積を大幅に増大させ
ることにより接着の強度を高めて
いる。まず①～ 3 の関係におい
て、地山面を段状に削って下段を
水平とし、盛り土の安定を図る。
同様に上層との接地面も水平とす
るが、その際に接地面を小さくし
て④～ 7 との接地面の傾斜を長
く取り緩傾斜とする。次に、④～
7は①の斜面下方より緩やかな傾
斜面に沿って、上層との接地面を
水平に近づけながら 5 ～ 7 を積
み上げており、断面形が横長の菱

形を斜めに積み上げた形状とな
る。つまり、①～ 14 の全てが、
持ち送り式的に積み上げられた様
相を呈している。また、7、9 こ
の灰褐色層を土台として、赤色
土の 10 ～ 14 を積んでいくが、
傾斜は 30° 前後であり、12 ～ 14
は水平に積み上げられている。ま
た、灰褐色土層と赤色土層の区分
理由は判然としないが、土層を削
る際に前者はかなり硬くしまって
おり、傾斜面でも安定して崩落し
にくいと考えられる。後者は全体
にもろく、細かく砕けやすい性質
で、傾斜面の土止めには前者が向
いているものと考えられる。ただ
し、丘陵上は赤色土が豊富である
が、灰褐色土は丘陵外に求める必
要があろう。したがって、盛り土
下方の基礎に灰褐色土を使用し、
基盤を整えた上に豊富な赤色土を
盛り上げたものと考える。ただし、
この盛り土状遺構が何のために築
かれたのかは判然とせず、土塁状
の遺構や土地の利用区画を西側に
広げたといった解釈が考えられる。
なお、盛り土内には土師器の小
皿と見られる細片が含まれてお
り、調査区内検出の中世の建物遺
構等との関連が考えられる。

平場 ( 第 25 図 )

弥生環濠の南側土層、中世の
SB2、SD、盛り土状遺構の箇所
で触れているが、調査区の西端に
位置しており、傾斜面を 1 ｍほ
ど削平して設けた平地である。そ
こにはSB2の掘立柱建物が建ち、
その東斜面側には、斜面と平地の
境となる地形変換点上に 7 基の
ピットが存在している。これは
建物の正面を西側とすれば、その
後方に位置する柵状の施設と考え
る。つまり、建物と柵とで丘陵上
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の建物群の西側防御の一端を担っ
ていると考える。ちなみに、これ
を突破すれば、後方は土塁もしく
は犬走り状の土手と横堀状の溝が
控えていることになる。なお、丘
陵上から 1mほど下がる当地点の
特徴から、多くの遺物が流れ込む、
あるいは、廃棄されているようで、
特に、青磁を中心にかなりの資料
が得られている。

平場出土遺物 ( 第 27、28 図 )

24白磁椀の口縁部片で、肉厚
の玉縁口縁を呈し、釉が少し垂れ
る。色調は灰白色、胎土も灰白色
を呈すが、黒色粒子を含み粗悪で
気泡も多い。25白磁椀の口縁部
片で、口縁端部は上端が平坦で鋭
い嘴状を呈し、直下にナデによる
明瞭な稜線を有す。色調は浅黄
色で、釉は厚くかかり表面に細か
なヒビが見られる。胎土は灰白色
を呈す。26白磁の椀で、口縁部
は若干丸味を帯びた嘴状を呈し、
体部はやや厚く直立気味に立ち上
る。内面の見込みは少し高い位置
にあってライン状を呈す。色調は
にぶい橙色、胎土は橙色からにぶ
い橙色を呈しており、釉は体部中
ほどから一部高台付近にかかる。
全体に二次焼成を受けたのか、粗
悪で釉がカサカサの粉末状の箇所
が存在する。口径 16.0cm、器高
7.5cm、底径6.6cm、高台高0.7cm
を測る。27白磁椀の体部片で、
若干丸味を帯び、見込みラインは
やや下方にあって、釉は高台との
境付近までかかる。色調、胎土と
もに灰白色を呈す。28白磁椀の
底部片で、内面には線彫のライン
が観察され、見込みは底近くに位
置して段をなす。体部下半はやや
厚みがあり、底部は下方に円錐状
を呈して厚底気味だが、高台は厚

さ 0.3cm と薄手で直立する。色
調、胎土ともに灰白色を呈す。残
高 3.0cm、底径 6.2cm、高台高
0.7cm を測る。29白磁椀の底部
片で、高台との境に削りの段が見
られ、内面の見込みは観察されず、
高台は厚くしっかりと立つ。高台
高 0.8cm を測る。色調、胎土と
もに灰白色を呈し、釉は内面にか
かるものの、外面には見られない。
30白磁椀の底部片で、体部下半
は丸味を帯び、内面の見込みは沈
線状を呈す。底部中央はやや厚く、
高台は低めの方形で厚さ 0.8cm
と厚く力強い。色調、胎土ともに
灰白色を呈し、底径 5.5cm、高
台高 0.5cmを測る。31白磁皿の
体部上半部片で、口縁部は外反し、
口縁端部はやや丸味を帯びた嘴状
を呈す。体部下方の露胎部は、墨
等で黒く塗りつぶされる。色調は
灰白色、胎土は白色で良質。口径
9.4cm、残高 1.3cm を測る。32
白磁の皿で、口縁部はわずかに外
反し、全体が屈折気味に内湾する。
内面の見込みは凹線状をなし、平
底の底部は中央が窪む。内底にヘ
ラによる草花文が描かれる。色調
は灰黄色で釉に細かなヒビが入
る。胎土は浅黄色で気泡が多い。
底面の釉は掻き取られており、墨
書が観察される。なお、文字につ
いては読解不可。口径 11.0cm、
器高 2.0cm、底径 4.4cmを測る。
33白磁の皿で、口縁部は直線的
に外反するが、やや歪みがあり左
右対称ではない。口縁端部の釉は
掻き取られ口禿となる。平底で丸
味のある底部は、0.9cm と厚底
気味である。色調は空色を帯びた
灰白色を呈し、釉はやや厚めで、
胎土は灰白色呈し、良質である。
口径 11.0cm、器高 3.3cm、底径
5.8cm を測る。34白磁皿の体部
片で、口縁部は外反し、口縁端部

を丸く収め、釉は掻き取られて口
禿を呈す。色調は空色を帯びた
灰白色を呈し、釉はやや厚めで、
胎土は灰白色呈し良質である。口
径 11.4cm、残高 3.0cmを測る。
35白磁壺の頸部片か。内外の両
面ともに、回転のナデによる稜線
が明瞭に隆起する。色調は透明感
のある灰白色で、胎土も灰白色の
良質を呈し、上質の製品と考えら
れる。36青磁の椀で、龍泉窯系。
口縁部は直口気味で、腰が張り重
心が低く、内面の見込みは段をな
す。内外の両面ともに無文を基本
とするが、口縁部内面に一条の沈
線を配す。底部は1.5cmと厚く、
高台は方形で内部のくりが浅い。
色調はオリーブ灰色、胎土は橙色
部分が下半に広がり、気泡が多い。
口径 16.2cm、器高 7.9cm、底径
7.0cm、高台高 0.9cm、内面は
0.3cm ～ 0.4cm を 測 る。37 青
磁椀の口縁部片で、龍泉窯系。口
縁部はやや肉厚で直口する。基本
は無文だが内面に一条の沈線を配
す。色調は透明感のある明オリー
ブ灰色で、釉に細かなヒビが入る。
胎土は灰白色を呈す。38青磁椀
の底部片で、龍泉窯系。体部下方
は丸味を帯び、無文と考えられる。
底部は 1.5cm の厚底で、内部の
くりは浅い。色調はオリーブ灰色、
胎土は褐色を呈す。39青磁椀の
底部片で、龍泉窯系。全体に厚み
があって安定しており、内面の見
込みは浅い段をなす。釉は高台ま
でかかり、高台下に砂目が三か所
確認される。内面の見込みの上部
と内底に櫛目文と片彫蓮華文が観
察されるが、花文は三単位か。色
調はオリーブ灰色、胎土は灰白
色に黒色粒子を少し含む。底径
6.0cm、残高2.5cm、高台高0.8cm
を測る。40青磁椀の底部片で、
龍泉窯系。体部への屈折はやや弱
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く、内面の見込みは浅い段を呈す。
釉は高台までかかり、底部は厚み
があって、方形の高台が安定感を
示す。内底には花文 ( 蓮華文か )
が描かれている。色調オリーブ灰
色、胎土はにぶい黄橙色で細かな
気泡が多い。底径 5.2㎝、残高、
2.5cm、高台高 0.9cm を測る。
41青磁椀の体部片で、龍泉窯系。
体部は緩やかなラインを描いて外
反し、口縁端部は尖り気味となる。
口縁部内面に一条の沈線を配し、
その直下から大きく片彫の蓮華文
を描くが、外面は無文となる。色
調、胎土ともに灰白色を呈す。残
高 6.1cmを測る。42は青磁椀の
口縁部片で、龍泉窯系。口縁端部
は尖り気味で、口縁部内面に配し
た三条の沈線文を懸垂文状に分割
し、直下に片彫の直線や簡略化し
た飛雲文を描くが、外面は無文と
なる。色調は灰オリーブ色、胎土
は灰白色に白色の微粒子を含む。
43青磁椀の体部片で、龍泉窯系。
体部は緩やかに外反し、外面には
弁の中心線が稜線となる鎬蓮弁文
を配す。色調はオリーブ灰色、胎
土は灰白色で黒色粒子や細かな気
泡が含まれる。残高は 5.7cm を
測る。44青磁椀の体部片で、龍
泉窯系。外面には弁の中心線が稜
線となる鎬蓮弁文を配す。色調は
緑がかった灰白色、胎土は灰白色
で細かな気泡が多く含まれる。
45青磁椀の体部片で、龍泉窯系。
外面には弁の中心線が稜線となる
鎬蓮弁文を配す。下方のラインは
交わり弁先端の形状を示す。内面
の見込みは段をなす。色調はやや
透明感のあるオリーブ灰色、胎土
は灰白色を呈す。46※要注意の
製品である。外面の文様は蓮弁文
とは異なり、片彫の凹線と平坦面
からなる直線形状が、器面に連続
する様は鎬文を連想させる。さら

に、釉は下方で途切れ露胎となる
が、内面は途切れずにかかってい
る。色調はオリーブ黄色、胎土は
灰白色に灰色の斑点が点在する。
器種に関しては、壺や水差しが浮
かぶものの判然としない。47青
磁の椀で、龍泉窯系。口縁部は緩
やかに外反し、体部外面に片彫の
蓮弁文を配すが、鎬はない。内面
の見込は段をなし、方形の高台は
やや外側に張出し、底は厚底を
呈す。色調はオリーブ黄色で、
釉には細かなヒビが入り、胎土
は淡黄色を呈す。口径 15.6cm、
器高 6.4cm、底径 5.8cm、高台
高 0.7cmを測る。48青磁杯の口
縁部片で、龍泉窯系。口縁部は直
線的に開き、口縁端部玉縁状で上
面が凹面をなす。体部下方は欠損
するが、くの字状に屈折して底部
に続くと考えられる。色調は明オ
リーブ色で、釉は厚めにかかり大
きなヒビが入る。胎土は白色が強
い灰白色で良質。口径 12.2cm、
残高 3.3cmを測る。49青磁皿の
上半部片で、龍泉窯系。口縁部は
外反し、体部が屈折する。色調は
浅黄色、胎土は灰白色を呈す。
残高 1.9cmを測る。50青磁の椀
で、同安窯系。口縁部は緩やかに
屈折し、底部は逆円錐状に突出し
て、幅広方形の安定した高台が付
される。体部外面には細い櫛目や
ヘラによる直線を描き、内面の口
縁下には沈線を一条配し、その下
に略花文や櫛によるジグザグの点
描文を施す。色調は灰オリーブ、
胎土は灰白色で石英粒が多く不
良。口径 17.0cm、器高 6.7cm、
底径 5.0cm、高台高 1.2cm を測
る。51青磁椀の体部片で、同安
窯系。口縁部はわずかに屈折し、
体部は緩やかに内湾する。外面は
無文、内面の口縁下には沈線を二
条配し、その下に略花文と櫛の点

描文を施す。色調は浅黄色で釉に
ヒビが多く入る。胎土は灰白色で
気泡が多い。残高4.8cmを測る。
52青磁椀の口縁部片で、同安窯
系。口縁部は屈折し、外面は無文、
内面に略花文が描かれる。色調、
胎土とも灰白色を呈し、釉は透明
感がある。53青磁椀の体部片で、
同安系。内外両面ともに櫛目文を
配す。色調は浅黄色、胎土は灰白
色を呈す。54青磁椀の底部片で、
同安窯系。細身の体部は、直線的
に大きく開き、器壁は厚手でとな
る。外面には細い櫛目文、内面に
はヘラ描の花文を施す。色調はオ
リーブ灰色、胎土は灰白色を呈す。
底部は厚底で逆円錐状を呈すが、
底径は 4.3cm と小さく、高台高
0.8cm、残高 3.7cm を測る。55
青磁の杯、もしくは小椀で、同安
窯系。口縁部は丸味をもって外反
し、口縁端部は肥厚気味となる。
外面は無文であるが口縁部付近ま
で回転ヘラケズリが施され、釉は
底部付近までかけられるものの、
下方は露胎となる。内面は櫛目文
が観察される。色調、胎土ともに
灰白色を呈し、口径 11.8cm、残
高 3.9cmを測る。56青磁皿の体
部片で、同安窯系。体部下方が屈
折し、内底の中央は窪み底部はや
や上げ底となる。内底に二又片刀
の曲線と櫛描によるジグザグの点
描文が施される。色調、胎土とと
もに灰白色を呈し、底径 5.4cm、
残高 1.7cm を測る。57青磁 ( 青
白磁か ) 合子の蓋片で、大型の部
類に属そう。浮彫り状の花文や雲
文等を配しており、文様部分に
化粧土の使用が考えられる。施釉
範囲は蓋の外側面上部まで、内面
は天井部の限られた範囲となる。
色調は明緑色、文様部分は灰白色
で、胎土は灰白色を呈す。最大径
8.4cm、残高 1.8cm を測る。58
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青白磁合子の身片。側面に型づく
りによる鎬蓮弁文を一周させる。
施釉は蓮弁文の中ほどまで、下方
は露胎となる。色調、胎土ともに
灰白色を呈す。残高 1.8cm を測
る。59褐釉陶器四耳壺の体部片
で、肩部下方に一条の沈線を配す。
釉は外面の下方まで施され、中ほ
どからは滴のように垂れている。
体部の外面下方と内面全体は、施
釉されずに褐色の露胎となる。色
調は暗オリーブ褐色、胎土は褐色
で緑灰色の粒子を含む。最大径
18.1cm、残高 19.7cm を測る。
60褐釉陶器壺の底部片で、細身
の上げ底となる。施釉は底部まで
行われ、色調は灰オリーブ色、胎
土はにぶい赤褐色で、白色粒子を
わずかに含む。底径 5.0cm、残
高 5.3cmを測る。61陶器盤の口
縁部片で、口縁部を方形状に肥厚
させ、上面は凹面をなしており、
釉をふき取って薄い施釉としてお
り、一部に砂目が残る。色調はオ
リーブ灰色、胎土及び露胎部分は
明褐色を呈し、全体に細礫が含ま
れる。62陶器鉢もしくは、盤の
体部上半部片で、口縁部は厚みの
ある玉縁状を呈し、内面は突帯状
に突出する。体部はやや丸味を帯
び、外面は露胎で口縁端部から内
面にかけて施釉される。色調は露
胎が褐色を呈すが、内面は、灰白
色の薄い釉がかかる。口径 22.6
㎝、残高 5.3㎝を測る。63陶器
鉢の体部上半部片で、口縁部は厚
い玉縁状を呈し、体部は丸みを帯
びて湾曲する。施釉は内外の両面
ともに行われ、色調はにぶい赤
褐色、胎土は明褐色に白色粒子を
含む。口径 17.3cm、残高 5.0cm
を測る。64陶器鉢の底部片で、
平底を呈す。外面は露胎で、内面
は施釉される。色調はにぶい橙
色、胎土に白色粒子を含む。65

陶器擂鉢の体部片で、色調はにぶ
い赤褐色、胎土に砂粒を含む。
66は須恵質片口鉢の体部上半部
片で、口縁端部が三角形状を呈
し、体部は直線的に開く。調整は
外面に斜位の指頭によるナデを施
し、内面をナデにより仕上げる。
色調は灰白色で口縁部外面のみ暗
灰色を呈す。胎土にはわずかな白
色粒子を含む。残高 8.9cm を測
る。67須恵質鉢の体部上半部片
で、口縁端部が三角形状を呈し、
体部は直線的に開く。調整は口縁
端部から外面全体を横ナデで仕上
げ、内面は斜位のナデを施す。色
調は灰白色、胎土には粗目の砂粒
を多く含む。口径 24.4cm、残高
6.6cm を測る。68土師器の小皿
で、調整は風化のため判然としな
いが、内外の両面ともにナデが観
察される。底部の切り離しは回転
糸切である。色調はにぶい橙色、
胎土にはわずかな砂粒を含む。
口径 8.9cm、器高 1.5cm、底径
6.6cm を測る。69土師器の小皿
で、調整は風化のため不明。底部
の切り離しは回転糸切である。色
調は橙色を呈す。口径 9.2cm、
器高 1.2cm、底径 7.4cmを測る。
70土師器の小皿で、調整は体部
の内外両面には横ナデ、底面には
ナデを施す。底部の切り離しは回
転糸切で板目が残る。色調はにぶ
い橙色、胎土にはわずかな砂粒を
含む。口径 8.9cm、器高 1.5cm、
底径 6.6cmを測る。71土師器の
小皿と考えられる。口縁部の立ち
上がりが急で、やや厚手のつくり
を呈す。調整は風化のため判然と
しないが、内面に横ナデが観察さ
れる。底部は剥落により不明。色
調は橙色、胎土に微砂粒を少し含
む。72土師器の杯で、口縁端部
が肥厚気味となる。調整は風化の
ため不明。底部の切り離しは回転

糸切である。色調はにぶい橙色、
胎土に石英粒と茶色粒子を含む。
口径 13.0cm、器高 2.9cm、底径
9.8cm を測る。73土師器椀の底
部片で、高台は低く外方へ強く張
り出す。調整は風化のため不明。
色調は灰黄褐色を呈す。なお、瓦
器椀底部のつくりと同じであり、
瓦器椀が二次焼成を受けて酸化し
ているとも考えられる。74土師
質鍋の口縁部片で、厚みのある逆
L字形口縁で、口縁端部は方形状
を呈す。上部には L(1 段 ) の太め
の原体を絡条体にして連続的に押
圧する。調整は外面に横位のハケ
メ ( カキメ状 ) を、内面には斜位
のハケメを施す。色調は暗赤褐色、
胎土に砂粒を多く含む。75土師
質鍋の口縁部片で、厚みのある逆
L字形口縁で、口縁端部は丸みを
帯びる。上部には L(1 段 ) の細い
原体を絡条体にして連続的に押圧
する。調整は外面に縦位及び斜位
のハケメを、内面には横位及び斜
位のハケメを施す。色調は暗赤褐
色、胎土に砂粒を多く含む。76
土師質鍋の口縁部片で、厚手の逆
L字形口縁で、口縁端部は方形状
を呈す。上部には R(1 段 ) の太く
てゆるい原体を絡条体にして連続
的に押圧する。調整は内外の両面
ともにナデを施す。色調はにぶい
赤褐色、胎土に細かい砂粒を含む。
77土師質鍋の口縁部片で、逆 L
字形口縁で、口縁端部を丸く納め
る。上部にはおそらく撚った原体
を絡条体にして連続的に押圧する
のであろうが、節が判然としない。
この場合、撚りがかなり緩い１段
撚りか、0段の l か r を原体とし
ている可能性があろう。ただし、
0段の場合は３本以上による多条
にすることで、原体を安定させた
ものと考える。調整は外面に縦位
のハケメを、内面には横位のハケ
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第 28 図　平場出土遺物（57 〜 81：1 ／ 4、82：1/5）
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メを施す。色調は暗褐色、胎土に
やや粗い砂粒を少し含む。78鉄
製の刀子で、先端及び基部側を欠
く。若干の反りが観察される。残
長 8.6cm、刃幅 2.0cm を測る。
79滑石製石鍋の口縁部片で、破
片を利用して加工を施し、製品化
を意図するものの、未完成品のま
ま廃棄されたものと考える。石
鍋の突帯部を削り取り、側面の一
部にも加工痕が観察される。残高
5.2cm、厚さ 1.5cm を測る。80
滑石製石鍋の突帯部片で、破片を
利用して加工を施し、製品化を意
図するものの、未完成品のまま廃
棄されたものと考える。口縁部と
突帯より下方部分、両側部の全て
を切断したもので、切断の痕跡は
確認できるがノミ等による加工痕
は観察できない。残高 3.0cm、
厚さ 2.2cmを測る。81滑石の板
状石材で、周囲に打製の粗い加工
痕が観察される。長さ 7.3cm、
幅 10.8cm、厚さ 2.0cmを測る。
82滑石の石材で、表面は自然面、
裏面は剥ぎ取り面、右側縁は割取
り面と考えられる。自然面の磨滅
状態は、転礫もしくは、巨礫の状
態で地表に露出していたものを原
材として、そこから剥ぎ取られ
たものと考える。長さ 17cm、幅

19.5cm、厚さ 8.7cmを測る。

表採等の遺物 ( 第 29 図 )

83青磁椀の口縁部片で、龍泉
窯系。口縁部は直線的に開き、外
面は無文、内面の口縁下に一条の
沈線を配し、下方に片彫の花文
( 蓮華文か ) を描く。色調は緑灰
色、胎土は灰白色を呈す。84青
磁小椀の口縁部片で、龍泉窯系。
口縁部は外反し体部に丸味を帯び
る。外面は無文、内面の見込みは
段をなしており、体部から底面に
かけて片彫の花文 ( 蓮華文か ) を
描く。色調にぶい黄色、釉のヒビ
に黒色のシミが入り込む。胎土
は灰白色を呈す。残高 3.8㎝を測
る。85青磁椀の体部下半部片で、
体部下半は丸味を帯びて重心も低
い。底部は厚底で高台は内外の両
面から面取りされている。内面の
見込は沈線状を呈し、内外ともに
無文である。色調はにぶい黄橙色、
胎土はにぶい橙色を呈す。底径
6.0cm、残高 3.1cm を測る。86
青磁椀の体部下半部片で、体部下
半は丸味を帯びて重心も低い。底
部は厚底で高台はやや外方に張り
出す。内面の見込は沈線状を呈
し、内外ともに無文である。なお、

底面には不鮮明ではあるが、四文
字からなる刻印が観察される。色
調は黄褐色、釉に気泡が多く見ら
れる。胎土は灰黄色を呈す。底径
6.4cm、残高 3.9cm を測る。87
青磁椀の体部片で、やや丸味のあ
る体部から、直線的に口縁部が開
き、口縁端部を丸く納める。外面
には弁の中心線が稜線となる鎬蓮
弁文を配す。色調はオリーブ灰色、
釉は全体に厚めにかかる。胎土は
灰白色を呈す。残高 5.9cm を測
る。88青磁椀の体部上半部片で、
口縁部は直線的に開き、体部下半
はやや丸味を帯びる。口縁端部の
外面は段をなし、その下方に縦位
の櫛目を入れ、片彫で鎬のない蓮
弁文を一周させる。内面には口縁
下に一条の沈線を配し、下方に片
彫の草花文と櫛目文を組み合わせ
て描く。色調は灰オリーブ、胎土
は灰白色を呈す。口径 12.8cm、
残高 3.5cmを測る。89軒丸瓦の
瓦当片で、蓮弁の頭部とやや楕円
形を呈した外区朱文の一部が観察
される。型式は判然としないが、
鴻臚館系軒丸瓦の可能性を考える。

88

89

87

86

85

84

83

第 29 図　平場出土遺物（1 ／ 4）

10㎝0
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おわりに

● 旧石器について

3 点の資料が得られたが、いず
れも後世の遺構や包含層に含まれ
ており、本来の層位からは遊離し
たものである。（以下、遺物番号
は第 4図）

1の細石核は、剥離面は正面と
右側面に認められる。打面は長方
形を呈し、調整は頂部を大きく剥
ぎ取って打面再生を行っており、
野岳・休場型に位置づけられよう
①。3の打製片刃石斧は、断面形
がかまぼこ状の半円形を呈し、刃
部は両面加工で刃部側から大きく
剥離して片刃状に整形する。また、
右側縁を含め表裏両面には自然面
が多く残る点から神子柴型石斧と
考えられる②。当資料は、旧石器
時代の終わりから縄文時代の草創
期に位置付けられよう。
以上、杉原敏之氏の旧石器時代
石器群の編年に照らせば、1の細
石核は 9 段階に位置付けられよ
う③。また、3の打製片刃石斧は、
少なくとも 12 段階あたりまでに
位置付けられ、縄文草創期の土器
群との関係が問題となろう。

①	芝康次郎 2007「細石器群の到来とその
変遷について」『九州旧石器』第 11 号
九州旧石器文化研究会

②	横田義章 1981「いわゆる「神子柴型石
斧」の資料」『九州歴史資料館研究論集』
7	九州歴史資料館	 	 	
同 1990「いわゆる「神子柴型石斧」の
資料」( 二 )『九州歴史資料館研究論集』
15九州歴史資料館		 	
同 1992「いわゆる「神子柴型石斧」の
資料」( 三 )『九州歴史資料館研究論集』
17九州歴史資料館

③　杉原敏之 2015「第 1 節旧石器時代石
器群の編年」【第Ⅳ章福岡における旧石
器文化の特徴】『福岡の旧石器文化』福
岡旧石器文化研究会

● 弥生時代の遺構と遺物

環濠の一部を検出しており、ま
ず、その広がりについて検討しよ
う。
調査区外の丘陵南東端部では、
古い土取り跡の崖面に複数の弥生
土器が露出するのを確認してお
り、環濠は現在の残丘部を越えて
南東方向に延びるものと考えられ
る。また、調査区の北西側には、
志賀神社参道に取りつく正面の石
段が存在し、その付近において丘
陵部が約 3 ｍの落差を生じてい
る。そのことから、その当りを
境として環濠は、大きく曲がって
北東側に方向を変えるものと考え
る。さらに、境内地の東側には建
物と進入路が存在しており、やは
り、丘陵部の段差が認められるこ
とから、先の北東側に進んだ環濠
は、再び南東に方向を変え、丘陵
部東側斜面に沿って延びて行くも
のであろう。つまり、丘陵の高所
部分となる標高 14 ｍ付近を境と

して、その高さを取り囲む形で存
在したと考える。そこで、それら
の点を地図上 ( 第 30 図 ) に求め
て行くと、南北 85 ｍ以上、東西
35 ｍ程の規模を有する環濠集落
の存在が想像されるのである。な
お、調査区内の標高は、14.5 ｍ
前後を示し、北西に続く志賀神社
境内が標高15.2 ｍを測る。また、
当丘陵地の西側に広がる沖積地の
標高が約 8 ｍ付近であることか
ら、比高差は 7ｍ前後となろう。
次に、環濠内及び SX2 検出土
器の編年的検討を通じ、環濠の形
成・盛期・終焉時期を考える。（以
下、遺物番号は第 6図、第 7図、
第 9図、第 10図）

1の口縁部外面に粘土を貼り肥
厚させ、下方に段を有すものと 2
の肩部の段、内面の屈折は板付Ⅰ
式の特徴で、環濠下方の 10の壺、
20の甕も同様である。4の突帯
を有す高杯と 11〜 14の高杯は
同一時期と見なされ、15の鉢は
1の壺同様口縁部を肥厚させてお

第 30 図　環濠集落想定図（下図は明治の和紙図）
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り、板付Ⅰ式の範疇と考えられよ
う。5～ 7と 16、17の突帯文甕
に関しては、断片的であるが、5
はやや強い屈折部に直接キザミメ
を施し、6の屈折はやや強い特徴
を示す。対して 7、17の屈折は
弱く直線的となる。唯一、口縁部
等が分かる 16は、菜畑遺跡④の
8層下層出土土器に近く、夜臼Ⅱ
ａ式相当と若干古く考えたい。ま
た、後者については夜臼Ⅱｂ式相
当と考え、11～ 14の高杯群も
含めて夜臼Ⅱｂ・板付Ⅰ式の範疇
と捉え、その時期幅を夜臼Ⅱａ式
～夜臼Ⅱｂ・板付Ⅰ式と考えたい。
SX2 では、47は夜臼式の黒色磨
研壺だが、長い口縁部や頸部と肩
部の屈折は、すでに板付Ⅰ式の特
徴に近い様相を示していよう。
48～ 50の壺は、いずれも肩部
に段を有し、内面は屈折して稜線
となることから、板付Ⅰ式の範疇
であろう。52～ 56の突帯文甕
について、55はヘラ等による下
方からのキザミメとナデによる調
整を行なうが、それ以外は、貝殻
腹縁のキザミメを突帯正面より施
し、調整は条痕文である。口縁部
の突帯はいずれも口縁端部に位
置しており、52の口縁部は外反
するが、それ以外は直立気味とな
る。これらの特徴は、環濠内の資
料と並行すると考えられ、55は
環濠内の古相のものと同様で夜臼
Ⅱ a式と捉え、それ以外は 47～
50の板付Ⅰ式に伴う夜臼Ⅱ b式
と考えて矛盾はなかろう。
以上の年代観から、環濠の形成
及び使用の時期を、夜臼Ⅱ a 式
～夜臼Ⅱｂ・板付Ⅰ式共伴期と捉
え、その盛期を夜臼Ⅱｂ・板付Ⅰ
式共伴期に置くことが可能と考え
る⑤。なお、その終焉に関しては、
環濠の上層で得られた土器資料の
21・22・23が参考となる。21

は如意形口縁にＳ字状カーブの形
状、口縁端部は尖り気味となり、
キザミメも小さく間隔が開く。頸
部には一条の沈線文があり、板付
Ⅱ式の特徴を示す。22はハケメ
が底部に至り、胴部への立ち上が
りラインも開くことから板付Ⅱ式
と考える。なお、23は甲高な厚
底を呈しており、板付Ⅱ式より新
しく弥生の前期末～中期初頭頃の
所産である。つまり、弥生前期後
半の時期には、環濠はかなり埋も
れた状態であったことがうかがえ
よう。
今後の課題となるのは、江辻遺
跡第 2・3地点⑥における弥生早
期集落との関係であろう。土器の
様相を比較すると、突帯文甕一部
は、当遺跡の環濠や SX2 の古相
に近い。また、文献⑥の 7図 17
の口縁部屈折は、新様相として文
献⑤の第 21 図板付Ⅰ式の範疇と
なり、18・19も併行すると考え
られる。そこで、江辻遺跡の形成
及び使用時期は、夜臼Ⅱ a式～夜
臼Ⅱｂ・板付Ⅰ式共伴期と捉え、
その盛期を夜臼Ⅱa式期に置くこ
とが可能であろう。したがって、
江辻遺跡の終焉期と当環濠集落の
盛期が重なることになる。今後は
両遺跡の関係について、自然、地
理、歴史的環境を踏まえながら遺
構・遺物について細かな比較検討
を行なうことが重要と考える。
今回、環濠及び SX2 から弥生
前期初頭の打製石器の製作に関連
する石核や剥片等を多数得ること
ができた。そこで、観察内容を提
示しておく。
石材は、伊万里の腰岳産と考
えられる黒曜石がほとんどで、
3cm～ 4cmほどの角礫が原石と
して搬入される。27のような形
状の角礫が多いと考えられるが、
28はその利用がよく分かる例で

ある。長軸方向の平坦面を打面と
し、短軸方向に剥離して剥片とす
るが、自然面を打面として全周の
半分ほどを連続剥離する。しかし、
自然面の利用範囲を大きく残した
まま廃棄される。この場合、剥片
の長さは原石の短軸長に限定され
るため、2cm 程の短い剥片とな
る。石核で最も多いのは、29～
34のように、石核の打面を転移
し剥離していくものである。ただ
し、この方法も当初の剥離作業
面の下方や側面から打ち剥がすた
め、当初の作業面の面積に限定さ
れたものとなり、剥離された剥片
は 28と同様の短いものとなる。
結果として、68のように表面に
複数方向の剥離面を有する幅広剥
片が完成する。68～ 74等の剥
片を観察すると、側面等に自然面
を残しており、これは剥離作業面
を予め作成してから、剥片の剥離
に進むのではなく、当初より原石
の周囲に対し、左右のどちらかに
連続的に剥離を進めた結果、進行
方向側に自然面が残る。あるいは、
打面を転移する場合にも、周囲の
自然面に剥離を進め、それもラン
ダムに行った結果と考えられる。
また、裏面にはバルバースカー、
末端がヒンジ・フラクチャーを生
じたものが多く、比較的粗く剥離
された状況もうかがえるのであ
る。これは、目的の剥片が石刃状
の整った形状である必要はなく、
幅広で短く、バルブや末端の厚
み、全体の歪み、自然面等があっ
ても問題はないということにな
ろうか、製品は、25石錐、63石
鏃、64尖頭状の石器で、打面再
生等剥片を利用した 26、35の削
器等と剥片のサイズと同様に小型
品で、全て黒曜石である。65削
器、66打製石庖丁等の大型のも
のはサヌカイトやホルンフェルス
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が使用される。その他、大陸系の
磨製石器である 24石庖丁⑦、62
柱状片刃石斧等が加わるものであ
ろう。
以上、石核や剥片、製品等から
得られる状況は、夜臼式から板付
Ⅰ式段階で確認されるもの⑧と同
様と考えられる。
なお、43玄武岩製石核と 41、

42、75の玄武岩製の剥片につい
ては不明な点が多い。原材の搬入
元に関しては、福岡市西部の今山・
毘沙門山、糟屋北部の津屋崎付近
⑨等が考えられよう。

④唐津市教育委員会 1982『菜畑遺跡』唐
津市文化財調査報告書第 5集

⑤山崎純男 1980「弥生文化成立期におけ
る土器の編年的研究－板付遺跡を中心
としてみた福岡・早良平野の場合－」『鏡
山猛先生古稀記念古文化論攷』

⑥新宅信久 1996「パズルの一片－弥生時
代早期の集落の様相」『福岡考古』17号
福岡考古談話会

⑦韓炳三・小田富士雄編 1991『日韓交渉
の考古学』弥生時代篇株式会社六興出
版

⑧橘昌信 1987「縄文時代晩期および弥生
時代の剥片石器－宇木汲田貝塚を中心
として－」『東アジアの考古と歴史』中
岡崎敬先生退官記念論集

　福岡市板付遺跡や十郎川遺跡の板付Ⅰ式
に伴うものと近似する。

⑨石橋澄 2004「福岡地区」『福岡県地学の
ガイド』株式会社コロナ社

● 古墳時代の遺構と遺物

今回の横穴墓群の検出は、粕屋
町内の初見である。丘陵部西側の
崖面に、三段に掘り込まれていた
が、後世の土取りや擁壁工事に
よって大きく削平され、玄室の一
部を残すのみであった。おそらく、
今回の調査範囲外にも広がってい
たものと考えられるが、南側は完
全に消滅している。また、北側に
ついても擁壁部分は消滅していよ
う。ただし、その北西側である志
賀神社の敷地内では、まだ横穴墓
群が存在するものと予想する。

そもそも、糟屋平野における横
穴墓の存在は極めて少ないよう
で、篠栗町と須恵町で周知されて
いる程度であろう。須恵町では、
昭和 47 年頃に鉱害復旧の土取り
場となった大塚横穴墓群は消滅し
ているが、当時、鉱害復旧事業に
途中から関係した筆者の父親が、
崖面に防空壕のような横穴がいく
つも開いていて、大きな石で塞い
だものや机のように偏平な石が転
がっていた話をしていた。その後、
現地は宅地として造成されたが、
訪れてみると畑の法面に半ば埋
まった横穴墓 1 基とテーブル状
の巨岩 ( 庇石か ) 一基があり、周
囲に須恵器や土師器片が無数に散
乱していた。特に、赤紫色の須恵
器片がかなりあったのを覚えてい
る。しばらくして、工事関係者か
ら 6 世紀後半から末頃の須恵器
の𤭯と杯蓋の破片、それに馬歯と
考えられる骨を譲ってもらった。
現在、𤭯と坏蓋は篠栗町歴史民俗
資料室に寄贈しているが、馬歯は
土中に廃棄した。
2013 年、篠栗町大字和田字松
浦に所在した松浦横穴墓群⑩が調
査され、10 基の横穴墓が 2段に
構築されていた。開始期は 7 世
紀前後で、追葬も含めると 7 世
紀末頃まで継続されるようであ
る。特徴としては、羨道部に横穴
式石室と同様な石積みがなされて
おり、遠賀川流域のものとの共通
性が見受けられる。
当遺跡の横穴墓は、いずれも破
壊が著しく、比較材料に乏しい。
ST1 については、側壁や奥壁が
直線的で、軒先を思わせるライン
が存在する。第 12 図の 2は、土
師器の杯身であるが、筑紫野市野
黒坂 34 号住居跡出土のもの⑪に
近似しており、6世紀後半から末
頃に位置付けられよう。松浦横穴

墓群より一段階古くなる可能性が
ある。また、ST2 より検出され
た鉄滓は、4、5の土師器の資料
から、およそ 6 世紀後半以降と
考えられ、横穴墓への鉄滓供献の
側面を示しており、古墳時代の鉄
器生産との関係が浮上する。なお、
古墳出土の鉄滓が福岡平野の西部
に集中する中、東部に位置する今
回の例はおそらく、初見であり重
要と考えられる⑫。
ただし、当横穴墓内には中世以
降の遺物が混入しているため、鉄
滓資料が横穴墓に確実に伴うもの
かは断定できない。

⑩篠栗町教育委員会 2014『松浦横穴墓群』
篠栗町文化財調査報告書 8集

⑪福岡県教育委員会 1970『福岡南バイパ
ス関係埋蔵文化財調査報告書』第 1集

⑫小嶋篤「鉄滓出土古墳の研究－九州地域
－」『古文化談叢』61集古文化研究会

● 中世の遺構と遺物

検出された遺構は、掘立柱建物、
柵、土坑、溝状 ( 堀状 ) 遺構、平
場、盛り土状遺構であり、柱穴等
の分布から、調査区南側でも建物
を想定することは可能であろう。
建物群の西側には、柵と溝状 ( 堀
状 ) 遺構があって、その外方には、
平場を設けて建物と柵状のものを
置いている。
また、北側では柵の外側に盛り
土状遺構 ( 土塁の可能性 ) を設け
ており、解釈として一定の防衛機
能を有した可能性が高い。なお、
調査区北側に志賀神社本殿を含む
平坦な境内地が広がっており、建
物群等の中心はその辺りに位置す
ると想定される。
全体の時期については、検出し
た遺物中心に推定を行なうが、分
類及び年代については、太宰府市
教育委員会 2000『大宰府条坊跡
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ⅩⅤ－陶磁器分類編』を基本とし
て、輸入陶磁器を中心に試みる。
なお、白磁・青磁・陶器の順に進
めることにする。
白磁の資料 ( 表 1 参照 ) は、椀
が 8 点、皿が 5 点である。全体
では 11 世紀後半～ 12 世紀前半
と 12 世紀中頃～ 12 世紀後半、
13 世紀後半～ 14 世紀後半と概
ね 3時期に区分される。13 世紀
の白磁に関しては、全体の傾向と
して中頃を中心にそれ自体がかな
り減少する時期であることから、
11 世紀後半から 14 世紀頃まで
継続して検出されると言えるが、
全体量は少ない。
青磁の資料 ( 表 2 参照 ) は数量
が多く、龍泉窯系 28 点、椀 ( 小
椀を含む。)25点、杯2点、、皿1点、
同安窯系 9点、椀 7点、杯 1点、
皿 1 点となっている。全体では
12 世紀中頃～後半、12 世紀末～
13 世紀前半、13 世紀中頃～ 14
世紀初頭、14 世紀代と概ね 4時
期に区分される。数量としては、
12 世紀中頃～後半のものが最も
多く、時期が下るにしたがい、数
量は減少している。
磁器類の年代は、表 3 に示す
ように 11 世紀後半から 14 世紀

後半に至るまで継続が認められ
る。内容を細かく見て行くと、
11 世紀は後半頃から徐々に白磁
が入りはじめ、12 世紀後半頃ま
で継続する。その場合 12 世紀の
前半と後半では、ほぼ変わりない
量が入るようであるが、総体的に
少ない量である。ところが、12
世紀の半ば頃から龍泉窯系を中心
に同安系も含めて青磁が入りはじ
め、12 世紀後半頃には、白磁を
凌駕する量となる。さらに、13
世紀になると白磁は一旦途切れて
しまうが、龍泉窯系は蓮弁文青磁
が継続的に入ってくる。しかし、
13 世紀後半あたりから青磁も少
なくなり、14 世紀頃にかけて新
たにもたらされた白磁は、口禿の
皿類で小ぶりなものとなる。また、
57、58の青磁の合子は、おそら
く 12 世紀後半から 13 世紀前半
の磁器搬入が最も充実していた頃
に入ったものと考えられる。
輸入陶器類では、62、63の鉢

がⅣ類で 61の盤も含め 13 世紀
頃と考えられる。また、59の四
耳壺はⅥ類で、60の褐釉壺も含
め 13 世紀前半頃に位置付けられ
ようか、磁器類では白磁が減少し、
龍泉窯系の蓮弁文青磁が入る時期

に相当しよう。また、搬入の国産
陶器である 20の常滑焼の壺は、
口縁端部がやや丸みを帯びて、縁
帯を呈しており、14 世紀前後の
時期が考えられる。
以上、輸入陶磁器等から考える
と、11 世紀後半には丘陵上に建
物群等が構築され、12 世紀から
13 世紀前半期を盛期とし、その
後、13 世紀後半から 14 世紀後
半まで継続するようである。
当該期における周囲の遺跡等に
おける動向を概観すると、戸原麦
尾遺跡⑬が時期的に重なることに
なろう。多々良川左岸に形成され
た 3 つの屋敷地跡、水田址、墓
地等から構成され、12 世紀中頃
から 14 世紀中頃まで継続的に営
まれた集落で、筥崎八幡宮が所領
していた荘園の一隅を示す重要な
遺跡である。調査区のⅠ区で検
出された屋敷地は、一辺が 50 ｍ
ほどの方形区画内に営まれ、周囲
に二条の溝状遺構が並行し、その
間には最大幅 3ｍ前後、最小幅 2
ｍ前後の土塁の存在が想定され、
13 世紀後半以降集落の周囲に新
たに形成された状況である。ま
た、Ⅱ区では 13 世紀後半に形成
された屋敷地が 14 世紀前半に廃

遺物番号 分類 11C 前半 11C 後半 12C 前半 12C 後半 13C 前半 13C 後半 14C 前半 14C 後半 15C 前半
2 皿Ⅸ 1d
21 椀Ⅴ 4a
24 椀Ⅳ
25 椀Ⅴ 4b
26 椀Ⅴ
27 椀Ⅴ
28 椀Ⅴ
29 椀Ⅴ
30 椀Ⅳ 1
31 皿Ⅵ 1b
32 皿Ⅷ
33 皿Ⅸ 1c
34 皿Ⅸ 1c

表 1　輸入磁器の年代（白磁）[ 第 14 図、第 27 図、第 28 図 ]
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遺物番号 分類 11C 前半 11C 後半 12C 前半 12C 後半 13C 前半 13C 後半 14C 前半 14C 後半 15C 前半
1 龍椀Ⅱ b
4 龍椀Ⅰ 4b
5 龍椀Ⅱ b
6 龍椀Ⅱ b
7 同椀Ⅱ？
8 同皿Ⅰ 1a
12 龍椀Ⅳ？
13 龍杯Ⅲ
16 龍椀Ⅰ
17 龍椀Ⅱ a
22 龍椀？
23 龍小椀Ⅰ 3
36 龍椀Ⅰ 1a
37 龍椀Ⅰ 1a
38 龍椀Ⅰ 1c
39 龍椀Ⅰ 2a
40 龍椀Ⅰ
41 龍椀Ⅰ 2a
42 龍椀Ⅰ 4b
43 龍椀Ⅱ b
44 龍椀Ⅱ b
45 龍椀Ⅱ b
46 壺か水差？

47 龍椀Ⅱ a
48 龍杯Ⅲ 1a
49 龍皿
50 同椀Ⅰ 1b
51 同椀Ⅰ 1a
52 同椀 1 か 2

53 同椀Ⅲ 1c
54 同椀Ⅰ 1b
55 同杯Ⅲ 2
56 同椀Ⅰ
83 龍椀Ⅰ 2a
84 龍椀Ⅲ 1b
85 龍椀Ⅱ d
86 龍椀Ⅱ d
87 龍椀Ⅱ b
88 龍椀Ⅱ 6a

11C 前半 11C 後半 12C 前半 12C 後半 13C 前半 13C 後半 14C 前半 14C 後半 15C 前半

白磁

青磁

表 2　輸入磁器の年代（青磁）[ 第 14 図、第 18 図、第 20 図、第 22 図、第 27 図、第 28 図 ]

表 3　輸入磁器の年代（白磁と青磁）
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絶されており、遺構面を覆う焼
土層が確認されている。屋敷地を
構えた集落遺跡は、筥崎八幡宮領
に属しており、遺跡が所属する戸
原は、12 町の田地があり屋敷地
が4か所に存在したようである。
集落の最終的な廃絶は、Ⅱ区で確
認された焼土層とも関連し、建武
3(1336) 年 3 月の多々良川の合
戦、菊池武光が九州探題斯波氏経
を破った貞治元 (1362) 年 9 月の
長者原の合戦が大きく影響すると
される。
以上、戸原麦尾遺跡の動向を観
察すると、まず、志賀神社遺跡が
所在する仲原村が、筥崎八幡宮領
の中原分 6 町 3 反との記載があ
るように所領として存在しており
⑭、戸原麦尾遺跡の集落形成と同
時期くらいに当遺跡も形成されて

いる。さらに、その集落形態が、
方形区画内に形成され、13 世紀
後半頃になると、土塁と溝による
防御施設を備えた形状に変化して
いる。当遺跡では、比高差 7ｍの
丘陵地を占有地として選択するこ
とが、すでに防衛を意識した居館
づくりを行ったと考えられる。さ
らに、丘陵西側に柵や盛り土状遺
構、横堀的な溝状遺構の配置、そ
の外側に平場をつくり 1間 ×1 間
の建物と柵状の遺構を配すなど、
より堅固な施設として存在した。
これらの構えが当初より設置され
たものか、戸原麦尾遺跡の集落の
ように 13 世紀後半頃に整うのか
は判然としない。ただし、その終
焉については同時期頃と考えてい
る。おそらく、戸原麦尾遺跡の集
落廃絶同様に、建武 3(1336) 年

の多々良川の合戦、貞治元 (1362)
年の長者原の合戦が深く関わるも
のと考える。
なお、居館の主については、志
賀神社の神職にあった吉原因幡
（守）系の可能性が高い⑮。

⑬福岡市教育委員会1988『戸原麦尾遺跡 (1)
―福岡市多々浄上水場建設に伴う緊急
調査の概要。―』福岡市埋蔵文化財調
査報告書第 189 集

　福岡市教育委員会 1989『戸原麦尾遺跡
( Ⅱ )―福岡市多々浄上水場建設に伴う
緊急調査の概要。―』福岡市埋蔵文化
財調査報告書第 201 集

　福岡市教育委員会 1990『戸原麦尾遺跡
( Ⅲ )―福岡市多々浄上水場建設に伴う
緊急調査の概要。―』福岡市埋蔵文化
財調査報告書第 217 集

⑭市瀬洋子 1992「第二章中世の粕屋町」『粕
屋町誌』粕屋町町誌編纂委員会

⑮駕輿丁八幡宮遷宮・神社明細帳、吉原家
資料による。
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調査地全景（北西から）
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環壕完掘状況（西から）
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環壕土層状況（西から）

SK3（貯蔵穴）完掘状況（南東から） ST1 完掘状況（南西から）
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ST完掘状況（南西から）

ST2 完掘状況（南西から） ST3 完掘状況（西から）
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ST4 完掘状況（南西から） 調査地南東側柱穴群（北西から）

SB2 完掘状況（北西から）
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盛土状遺構土層遠景（南東から）

盛土状遺構土層近景（南東から）
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SA1 完掘状況（東から）
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所収遺跡名 所  在   地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

志賀神社遺跡 福岡県糟
かすや

屋郡粕
かすや

屋町
仲
なかばる

原二丁目 1988、1990
403491 280175 33°36′31″ 130°28′04.8″ 2019.9.24

～
2019.11.30  

約 196.5㎡ 専用住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

志賀神社遺跡 集落 旧石器時代、弥生時
代、古墳時代、鎌倉時
代

環濠、掘立柱建物、溝状遺
構、土坑、横穴墓

弥生土器、土師器、須恵器、
青磁、白磁、陶器、石器

弥生時代前期の環濠検出

要
約

調査では、弥生時代前期初頭の環濠と貯蔵穴 1基、古墳時代後期の横穴墓４基、中世の掘立柱建物２棟、方形土坑１基、柵列、溝状
遺構、盛土状遺構とともに、柱穴群を検出した。特に、弥生時代前期初頭には環濠集落が存在していて、江辻遺跡 2・3地点との関係
が注目されよう。
また、12～ 13 世紀を中心とする居館の存在とその終焉が重なる建武 3年 (1336) の多々良川の合戦や貞治元年 (1362) の長者原の合

戦との関連性が考えられる。
なお、旧石器時代末から縄文時代草創期頃の神子柴型石斧は、糟屋郡内で初めて出土しており、戸原遺跡の細石器群や駕与丁池の槍

先形尖頭器を含め草創期文化の一端が示された。


